
副
市
長
に
吉
田
定
男
氏
が
就
任
！

関
連
記
事
は
、
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

８

出水市公設地方卸売市場��� ２
出水ツルkoiマラソン大会��� ５
出水市職員採用試験����� ８
副市長に吉田氏が就任���� ８
公の施設の指定管理者を募集� 10

ふるさと会のご案内����� 11
子育て支援室へ行こう♪��� 12
国体だより��������� 14
ヘルプカードの配布����� 16
農地中間管理事業������ 17

2019（令和元年）
No. 161

主な内容

（７月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,388 （＋ 11）
人　 口 ５万 3,466 （－ 17）
男 ２万 5,168 （－ 11）
女 ２万 8,298 （－ ６）

出　 生 36
死　 亡 58
転　 入 106
転　 出 98
その他異動 ３



　

普
段
、
皆
さ
ん
が
食
べ
て
い
る
野
菜

や
果
物
等
の
青
果
物
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
食
卓
ま
で
運
ば
れ
て
く
る
の
で
し

ょ
う
か
？
自
分
で
作
っ
て
い
る
と
い
う

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
大
半

の
人
は
ス
ー
パ
ー
や
商
店
等
で
購
入
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス

ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
は
農
家
か
ら

直
接
青
果
物
を
仕
入
れ
て
い
る
の
か
と

い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
間
に
は
「
卸
売
市
場
」
と

い
う
も
の
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

出
水
市
に
も
青
果
物
等
の
取
引
を
す

る
「
出
水
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
」
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
、出
水
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル「
い

ず
み
と
り
と
り
ガ
ー
ル
ズ
」
が
、
出
水

市
公
設
地
方
卸
売
市
場
に
行
っ
て
話
を

聞
い
て
み
ま
し
た
！

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
出
水
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
」

教えて！「出水市公設地方卸売市場」

鹿
児
島
い
ず
み
青
果
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
大
橋　
勇
太　
氏

　

生
産
者
の
皆
さ
ま
が
作
ら
れ
た
、

青
果
物
、
加
工
食
品
、
畜
産
物
お
よ

び
水
産
物
を
せ
り
等
で
、
ス
ー
パ
ー

等
提
携
し
て
い
る
仲
買
人
の
皆
さ
ま

に
販
売
を
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

卸
売
市
場
は
食
料
品
の
物
流
機
能

と
決
済
機
能
を
両
方
持
ち
合
わ
せ
た

場
所
で
す
。

　

当
市
場
で
は
青
果
物
と
そ
の
加
工

品
を
中
心
に
市
場
を
通
じ
た
販
売
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

は
、
不
落
の
場
合
は
出
展
者
の
自
己

責
任
に
よ
っ
て
品
物
を
処
分
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

公
設
卸
売
市
場
で
は
、
県
や
市
の

監
督
の
も
と
、
こ
う
し
た
不
落
を
避

け
る
た
め
、
一
定
の
物
流
調
整
を
実

施
し
た
り
し
て
、
生
産
者
の
皆
さ
ま

か
ら
預
か
っ
た
青
果
物
を
で
き
る
だ

け
高
く
販
売
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

ま
す
。

　

出
荷
し
て
い
た
だ
く
生
産
者
の
生

産
意
欲
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
安
定
的
に
青
果
物
等
を

提
供
す
る
こ
と
を
当
市
場
は
目
指
し

卸
売
市
場
と
は
何
で
す
か
？

出
水
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

鹿
児
島
い
ず
み
青
果
株
式
会
社

は
何
を
す
る
会
社
で
す
か
？

　

弊
社
は
、
出
水
市
公
設
地
方
卸
売

市
場
を
支
え
る
青
果
物
の
唯
一
の
卸

売
会
社
と
し
て
１
９
９
９
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
せ
り
人
や
お
客
さ
ま
に
配
送

を
す
る
物
流
部
門
と
生
産
者
等
へ
の

お
支
払
い
を
す
る
決
済
部
門
の
精
鋭

20
人
（
パ
ー
ト
10
人
）
で
会
社
と
市

場
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
が

高
齢
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
皆
さ
ま
で
集
荷
場
所
や
時
間

を
決
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
集
荷
に

お
伺
い
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

△いずみとりとりガールズ

出水市公設地方卸売市場を

つついちゃうぞ！

出水市公設地方卸売市場

▽せりの様子
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
小
中
学
校
の
学
校

給
食
に
も
新
鮮
な
食
材
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
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青
果
物
全
般
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
出
水
地
域
で
生
産
さ
れ
る
旬
の
青

果
物
は
も
ち
ろ
ん
、
季
節
的
に
出
水
地

域
で
生
産
で
き
な
い
青
果
物
を
他
の
卸

売
会
社
か
ら
購
入
し
、
買
受
人
の
皆
さ

ま
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
ど
な
た
で
も
売
り
に
来
て

い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。
家
庭
菜
園
で

作
っ
た
も
の
も
歓
迎
で
す
。
出
水
市
だ

け
で
は
な
く
市
外
の
方
も
歓
迎
で
す
。

最
初
に
出
荷
し
て
い
た
だ
く
際
に
は
ル

ー
ル
の
ご
説
明
と
口
座
振
込
の
手
続
き

出
水
市
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
は

ど
の
よ
う
な
商
品
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
か
？

誰
で
も
商
品
を
売
り
に
来
て
良
い

の
で
す
か
？
家
庭
菜
園
で
作
っ
た

も
の
で
も
良
い
の
で
す
か
？

誰
で
も
商
品
を
買
い
に
来
て
良
い

の
で
す
か
？

　

ど
な
た
で
も
買
受
人
に
な
っ
て
い
た

だ
け
ま
す
が
、
一
般
の
消
費
者
の
お
買

い
求
め
は
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

生産者の皆さまを
大募集！

大橋社長、

社員の皆さま、

ありがとう

ございました！

市
場
は
何
時
か
ら
始
ま
る
の
で
す

か
？

　

休
市
日
以
外
の
、
毎
日
午
前
７
時
30

分
か
ら
せ
り
を
開
始
し
ま
す
。
量
が
多

い
と
き
に
は
午
前
10
時
く
ら
い
に
終
了

し
ま
す
。
せ
り
は
物
流
チ
ー
ム
と
決
済

チ
ー
ム
が
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
休
市
日
は
、
主
に
水
曜
日
・
日
曜

日
・
祝
日
で
す
。

青
果
物
の
価
格
は
ど
の
よ
う
に
し

て
決
ま
る
の
で
す
か
？

　

一
番
高
い
価
格
を
つ
け
て
も
ら
っ
た

買
受
人
の
方
に
買
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
、
見
学

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

出
水
地
域
で
作
れ
な
い
も
の
や
、

海
外
の
青
果
物
は
ど
の
よ
う
に
し

て
市
場
に
運
ば
れ
て
く
る
の
で
す

か
？

　

買
受
人
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
応
じ

て
、
他
の
市
場
か
ら
仕
入
れ
て
、
補
完

し
て
い
ま
す
。

 出水市公設地方卸売市場（文化町）
卸売業者　鹿児島いずみ青果株式会社
TEL：63 － 6800　FAX：63 － 6388
HP：https://k-izumi-seika.jp/

HP と SNS で
市況情報を更新中！

買受人の皆さまを
大募集！

　詳しくは、出水市公設地方
卸売市場のホームページをご
覧になるか、左のお問い合わ
せ先までご連絡ください。

▽野菜や果物等の青果物が、生産者から消費者にたどり着くまで

の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
度

お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽鹿児島いずみ青果株式会社　社員の皆さま
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消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
公
共
施
設
の
使

用
料
、
上
下
水
道
料
金
等

に
消
費
税
率
引
き
上
げ
分

を
適
正
に
転
嫁
す
る
た
め
、

10
月
１
日
以
降
の
利
用
に

係
る
使
用
料
等
が
変
わ
り

ま
す
。

＜公共施設の使用料の引き上げ額の目安＞
現行の使用料
（税抜き）の額

増加額
（税込み）

　０円～　50 円 0 円

100 円～　550 円 10 円

600 円～ 1,050 円 20 円

1,100 円～ 1,550 円 30 円

1,600 円～ 2,050 円 40 円

2,100 円～ 2,550 円 50 円

2,600 円～ 3,050 円 60 円

3,100 円～ 3,550 円 70 円

3,600 円～ 4,050 円 80 円

4,100 円～ 4,550 円 90 円

4,600 円～ 5,000 円 100 円

※ 10 円未満を切り捨てて計算する場合

＜上下水道料金について＞

上
水
道
料
金

口径 10月検針分
まで

11月検針分
以降 増加額

φ 13 1,944 円 1,980 円 36 円

φ 20 2,084 円 2,123 円 39 円

φ 25 2,203 円 2,244 円 41 円

φ 30 2,721 円 2,772 円 51 円

φ 40 3,780 円 3,850 円 70 円

φ 50 5,454 円 5,555 円 101 円

φ 75 11,178 円 11,385 円 207 円

φ 100 15,498 円 15,785 円 287 円

φ 150 44,658 円 45,485 円 827 円

下水道料金 2,268 円 2,310 円 42 円

※使用水量 20㎥の場合で基本料金を含む（税込み）
※ 10 月１日前からの継続して使用されている方の
　10 月請求金額の消費税は８㌫となります。

※
施
設
ご
と
の
使
用
料
の

　

変
更
額
に
つ
い
て
、
詳

　

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
７
）

　

本
庁
水
道
課

　
（
☎
�
２
１
０
２
）

　

本
庁
下
水
道
課

　
（
☎
�
４
１
３
７
）

増加額の目安

消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
公

共
施
設
の
使
用
料

等
が
変
わ
り
ま
す

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
付
金
を
支
給
！

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
者
の
う
ち
、
未
婚
の
ひ
と
り
親
の
方
に

対
し
、
本
年
度
に
臨
時
・
特
別
の
措
置
と
し
て
、
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

支
給
額　
１
万
７
５
０
０
円

申
請
期
間　
８
月
１
日
（
木
）
～
２
０
２
０
年
１
月
31
日
（
金
）

支
給
時
期　
原
則
と
し
て
、
２
０
２
０
年
１
月
に
支
給

提
出
す
る
も
の　
申
請
書
お
よ
び
戸
籍
謄
本

申
請
窓
口　
本
庁
こ
ど
も
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民
課

※
本
年
11
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
本
市
か
ら
支
給
さ
れ
る
方
が

　

対
象
で
す
。

※
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
手
続
き
を
行
う
方
は
、
現
況
届
の

　

手
続
き
に
来
庁
さ
れ
た
際
、
給
付
金
の
申
請
受
付
も
同
時
に
行

　

い
ま
す
。

 

本
庁
こ
ど
も
課
（
☎
�
４
０
４
７
）

 

有
限
会
社
ア
グ
リ
出
水

　
（
☎
�
１
８
８
８
）

　

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

農
畜
産
物
直
売
所
「
特
産
館
い
ず
み
」

　
　
　
　
　
　
の
臨
時
休
館
に
つ
い
て

　

ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催
に
伴
う
通
行
止
め
の
た

め
、
次
の
と
お
り
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日

　

10
月
20
日
（
日
）
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参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

【
参
加
者
募
集
】

種
目　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
３
㌔
、
10
㌔

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生
以
下
、
10
㌔
は
中
学

　

生
以
下
の
方
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

一
般
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）　 

１
０
０
０
０
円

　

一
般
（
３
㌔
・
10
㌔
）　 　

４
０
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生　
　
　
　

 

２
５
０
０
円

　

小
学
生　
　
　
　
　
　
　
　

 

２
０
０
０
円

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
ま
た

　

は
電
話
エ
ン
ト
リ
ー
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。
ま
た
、
事
務
局
窓
口
で
も
申
し
込
み
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　

【
窓
口
受
付
】
８
月
21
日
（
水
）

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
受
付
】
９
月
１
日
（
日
）

ラ
ン
ナ
ー
に
最
高
速
度
制
限
な
し

　
　
　
　
　
　
　
高
速
道
路
を
駆
け
抜
け
ろ

　

大
会
当
日
、
コ
ー
ス
の
県
道
、
市
道
が
車
両
進
入
禁
止
と
な
り
ま

す
。（
※
経
過
時
間
に
よ
り
一
部
解
除
さ
れ
ま
す
。）

　

ま
た
、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
（
出
水
Ｉ
Ｃ
～
阿
久
根
Ｉ
Ｃ
）

も
午
前
７
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
車
両
進
入
禁
止
と
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ
（
全
面
通
行
止
め
）

出水ツル koi マラソン大会
フルマラソンコース

１→午前８時～同 10 時 30 分
　　陸上競技場前道路
２→午前８時 30 分～同 10 時
　　328 号、373 号、374 号、447 号
　　（競技の進行状況により随時解除）
３→午前８時 30 分～午後３時
　　328 号（ファミリーマート文化町店～３号線）、市道
４→午前７時～午後５時
　　南九州自動車道（出水ＩＣ～阿久根ＩＣ）

スタート・
フィニッシュ

フルマラソン折り返し２

フルマラソン折り返し１

第
31
回
出
水
ツ
ル

マ
ラ
ソ
ン
大
会

koi

〇
企
業
エ
イ
ド
・
応
援

　

経
営
者
、
従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
ラ
ン
ナ
ー
を

　

応
援
し
ま
せ
ん
か
。
危
険
お
よ
び
ラ
ン
ナ
ー
の

　

邪
魔
に
な
る
行
為
を
し
な
い
な
ど
の
ル
ー
ル
を

　

守
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
応
援
方
法
は
問
い
ま
せ

　

ん
。

　

例
：
企
業
の
Ｐ
Ｒ
の
ぼ
り
旗
で
応
援
す
る
等

〇
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
バ
イ
ル
Ａ
Ｅ
Ｄ
隊

　

レ
ー
ス
中
、
傷
病
者
に
遭
遇
し
た
際
、
大
会
本

　

部
へ
の
連
絡
や
応
急
処
置
な
ど
の
救
助
活
動
に

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
ラ
ン
ナ
ー
お
よ
び
自
転
車

　

部
隊
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
対
象
は
、
医
師
・

　

看
護
師
・
准
看
護
師
・
救
急
救
命
士
の
資
格
を

　

有
し
、
現
在
従
事
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

〇
私
設
エ
イ
ド

　

私
設
エ
イ
ド
を
計
画
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
商
店
街
や
国
道
３
２
８
号
沿
い
な
ど
の

　

コ
ー
ス
沿
線
で
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。

・

 

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　

事
務
局
（
本
庁
産
業
振
興
総
務
課
内
）

　
（
☎
�
４
７
７
７
）

月 日
（日）

開催

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

〇
給
水
、
給
食
提
供

　

給
水
、
給
食
ポ
イ
ン
ト
の
各
グ
ル
ー
プ
で
の
お

　

手
伝
い
を
募
集
し
ま
す
。

〇
応
援
（
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
）

　

高
速
道
路
上
で
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
っ
て
く

　

だ
さ
い
。
応
援
ポ
イ
ン
ト
へ
バ
ス
で
の
送
迎
等

　

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

※
人
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
声
が
最
高
の
お
も
て
な
し
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★
寄
付
の
特
典
★

　

翌
年
度
か
ら
１
年
間
、
希
望
さ
れ
る

方
に
市
の
広
報
紙
等
を
発
送
し
ま
す
。

　

ま
た
、
１
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
た
市
外
在
住
の
方
に
は
、
特
産

品
の
贈
呈
を
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
は
３
７
６
４
万
６
千
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

市
で
は
、国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
活
用
し
た
「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま

ち
応
援
基
金
」
の
寄
付
金
の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
は
２
１
７
８
件
の
個
人

・
団
体
の
皆
さ
ま
か
ら
、
３
７
６
４
万
６

千
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
基
金
運
用

利
子
等
を
合
わ
せ
て
、
総
額
で
３
７
７
３

万
９
千
円
の
積
み
立
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ご
賛
同
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
、
改
め

て
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

基
金
を
活
用
し
て
、
昨
年
度
は
、
か

ご
し
ま
国
体
に
向
け
た
競
技
力
向
上
計

画
事
業
お
よ
び
出
水
商
業
高
等
学
校

楽
器
購
入
事
業
等
の
10
事
業
に
総
額

１
０
９
４
万
８
千
円
を
充
て
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
は
無
料
貸
出
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
更
新
事
業
を
は
じ
め
10
事
業
に

充
て
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

寄
付
金
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
親
戚
や
知
人
等
の
市
外
在
住
の
皆

さ
ま
に
、
国
の
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

「
出
水
市
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応
援
基
金
」
の

報
告
と
寄
付
金
募
集
の
お
願
い

▽ 2018 年度に基金を活用した事業

事業名 概　要

外木場義郎ふるさと出水
野球教室開催事業

元プロ野球選手である外木場義郎氏（出
水市出身）を招き野球教室の開催

高尾野中学校楽器購入事
業

授業や部活動で使用するため、トロン
ボーン等の購入

出水商業高等学校楽器購
入事業

授業や部活動で使用するため、ソプラ
ノサックス等の購入

かごしま国体に向けた競
技力向上計画事業

かごしま国体に本市出身選手を輩出す
るため、陸上競技について実施

青年の家自然体験学習用
品購入事業

宿泊学習や自主事業で使用する電動ノ
コギリ等を購入

中央図書館駐車場改修事
業

障害者等の利便性を高めるため、駐車
場を新設・改修

空手用デジタルタイマー
購入事業

東京 2020 オリンピックに合わせ、ルー
ル改正に対応した備品を整備

キエーロ設置推進事業 ごみの減量化とリサイクル推進するた
め、キエーロ購入費用の一部を支援

出水市特産品ＰＲ事業 首都圏および関西圏において、本市の
特産品のＰＲを実施 高尾野中学校楽器購入事業

外木場義郎ふるさと出水野球教室開催事業

かごしま国体に向けた競技力向上計画事業

を
活
用
し
た
本
市
へ
の
寄
付
に
つ
い
て
Ｐ

Ｒ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
「
出
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
さ
と
ふ
る
」

「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
の
サ
イ
ト
を
利

用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
お
申
し

込
み
も
可
能
で
す
。

【
書
類
請
求
・
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

本
庁
企
画
政
策
課
（
☎
�
４
１
２
５
）

２
０
１
８
年
度
【
ツ
ル
と
歴
史
の
ま
ち
応

援
基
金
】
寄
付
者
紹
介　

　

寄
付
者
の
う
ち
、
居
住
地
お
よ
び
氏
名

（
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
含
む
）
の
公
表
を
了
解

さ
れ
た
方
々
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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～地域ぐるみで子どもたちを守ることが大切です～

 

３３ 六月田橋 

３４ 江良川砂防ダム 

１６ 小僧淵 
  

矢筈岳 

出水高 

出水小 

市立図書館 

白木川内温泉 

米ノ津駅 

市立総合医療センター 

下水流小 

野
田
郷 

米ノ津港 

名護港 ▲ 

▲ 
土取山 

▲ 

鬼岳 

鮎川 

宮之元 

大川内小 

２ 高川ダム  

３ 五万石溝 頭首口  

５ 観音淵  

１２ 上谷池  

１３ 蕨島一帯 

出水駅 

１ 轟の瀬  

６ 白淵  

大川内中 

東出水小 

出水警察署 

野田小 

出水商業高 

米ノ津中 

米ノ津小 

文化会館 

クレインパーク 

１０ 知識井堰  

８ 梁橋  

青年の家 

野田支所 

高尾野中 

高尾野小 

医師会立第二病院 

１５ 坂本川の府津野淵上流  

西出水駅 

出水中央高 

医療センター 

高
尾
野
駅 

高
尾
野
支
所 

７ 水天淵  

９ 大井手井堰  

１１ 武本橋  

４ 合流点付近  

下平野 

日添 

芭蕉 

東光山公園 

下中 

砂原 

高尾野ダム 

御手洗ダム 

上水流 

荒崎 

大久保 

下高尾野 

米ノ津東小 

敬老園 

１４ ワッゾン淵  

蕨島 

出水工 西出水小 

荘小 

荘中 

八幡 

出水中 

蕨島小 

ツル観測センター 

出水市役所 

１７ 山神橋 
１８ 樋掛橋 

１９ 矢房橋 

２０ 千間山橋 
２１ 上水流橋 

２２ 下原橋 

江内小 

江内中 

野田中 

２３ 嶽ダム  

２５ 涼松ため池 

２４ 野田川 

２６ 若宮ため池 

２７エンガキため池 

２８熊野神社前ため池 

２９ 木串池 

３０ 冷筋の池 

野口漁港 

2019年度 

水難事故危険区域地図 

３１ 平坊の池 

３２ 椎井手  

多
く
の
〝
目
〟
で
見
守
り
、

子
ど
も
た
ち
を
事
故
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う

水難事故防止運動強調期間　７月 21 日（日）～８月 31 日（土）

出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会　共通実践事項
　・海や河川での子どもたちだけの水遊びは禁止する。
　・自転車乗車時のルール遵守を徹底する。
　・大人が手本となるよう努める。

　

夏
休
み
は
、
水
難
事
故
が
起
こ
り
や
す
い

時
期
で
す
。

　

当
連
絡
会
で
は
、「
市
内
の
全
て
の
海
岸
・

河
川
で
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
の
遊
泳
を
禁
止

す
る
」
と
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
を
水
難
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
、
特
に
、
下
の
箇
所
を
危
険
区
域
と
し
て

指
定
し
て
い
ま
す
。
事
故
が
決
し
て
起
き
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
各
家
庭
で
の
確
認
を

十
分
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
、
日
頃

か
ら
子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
よ

う
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
ぐ
る
み
で
声
掛
け

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
自
転
車
に
よ
る

事
故
が
多
い
こ
と
か
ら
、
自
転
車
を
利
用
す

る
際
の
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
を
地
域
ぐ
る
み

で
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
県
の
条
例
に
よ
り
、
中
学
生
以
下

の
自
転
車
乗
車
時
は
、
保
険
へ
の
加
入
お
よ

び
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
自
転
車
に
乗
る
前
に
、
保
険
加
入
や
適

用
期
間
に
つ
い
て
、
各
家
庭
で
確
実
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、「
地
域
の
目
」

が
大
切
で
す
。
散
歩
を
し
な
が
ら
、
草
取
り

を
し
な
が
ら
、
買
い
物
を
し
な
が
ら･･･

な

ど
、
何
か
を
す
る
つ
い
で
に
見
守
り
活
動
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
立
派
な
防
犯
対
策
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

 出水市水難事故・交通事故防止対策連絡会事務局
　（本庁学校教育課内　☎ 63 － 4079）
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職　種 採用予定
人員 受験資格（次のいずれの要件も満たす者とします。）

一般事務職
Ｂ 若干人

① 1994（平成６）年４月２日～ 2002（平成 14）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（2020 年３月までに卒
　業する見込みの者を含む。）
※ただし、学校教育法に基づく大学（短期大学を除く。）またはこれと同等と認め
　る大学等を卒業した者（2020 年３月までに卒業する見込みの者を含む。）を除く。

一般事務職
Ｃ 若干人

① 1984（昭和 59）年４月２日～ 1990（平成２）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者
③ 2019（平成 31）年３月 31 日現在出水市外に居住し、民間企業等における職務
　経験を直近６年中５年以上有する者

消防職
（初級） 若干人

① 1994（平成６）年４月２日～ 2002（平成 14）年４月１日の間に生まれた者
②学校教育法に基づく高等学校卒業程度の学力を有する者（2020 年３月までに卒
　業する見込みの者を含む。）
③両眼とも裸眼視力が０．３以上あること。
④色覚、聴力とも正常であること。

主任介護
支援専門員 若干人

① 1980（昭和 55）年４月２日以降に生まれた者
②主任介護支援専門員の資格を有する者または 2020 年３月までに主任介護支援専
　門員研修の受講資格取得見込みの者

出
水
市
職
員
採
用
試
験

　

採
用
予
定
日
は
、
２
０
２
０
年
４

月
１
日
で
、
い
ず
れ
の
職
種
も
原
則

と
し
て
採
用
と
同
時
に
市
内
に
居
住

で
き
る
方
と
し
ま
す
。

 

９
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
終
了
時
間
は
、
受
験
者
数
に
よ
り

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

市
役
所
本
庁
舎
ほ
か

受
験
申
込
受
付
期
間　

８
月
１
日

　
（
木
）
～
同
23
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。
郵

　

送
の
場
合
は
、
８
月
23
日
（
金
）

　

ま
で
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

受
験
手
続

　

受
験
申
込
書
（
本
庁
総
合
案
内
、

　

各
支
所
総
合
市
民
課
に
準
備
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要

　

事
項
を
記
入
の
上
、
総
務
課
に
提

　

出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書

　

の
請
求
お
よ
び
提
出
は
郵
送
で
も

　

可
能
で
す
。請
求
さ
れ
る
と
き
は
、

　

封
筒
の
表
に「
受
験
申
込
書
請
求
」

　

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

　

貼
付
し
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用

　

封
筒
（
角
型
２
号
封
筒
：
Ａ
４
判

　

サ
イ
ズ
）
を
同
封
の
上
、
総
務
課

　

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・

 

〒
８
９
９

－

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
総
務
課
職
員
係

　
（
☎
�
４
０
２
３
）

副
市
長
に
吉
田
定
男
氏
が
就
任

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
や
地
域

活
性
化
な
ど
、
複
雑
・
多
様
化

す
る
行
政
課
題
に
加
え
、
本
市

に
お
い
て
は
、病
院
事
業
改
革
、

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
の
整

備
促
進
や
農
業
用
基
幹
水
利
施

設
の
長
寿
命
化
な
ど
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
喫
緊
の
行
政
課
題

に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取
り

組
み
、
市
民
福
祉
の
一
層
の
向

略　歴
1956 年 3 月 7 日生（63 歳）
福岡大学法学部法律学科卒業
2007 年 4 月　政策経営部総務課防災・危機管理室長
2009 年 4 月　産業振興部観光交流課長
2011 年 4 月　北薩広域行政事務組合事務局長
2013 年 4 月　産業振興部長
2016 年 3 月　定年退職
2019 年 7 月　副市長（統括担当）に就任

上
に
努
め
る
た
め
副
市
長
の
定

数
を
２
人
以
内
と
し
、
今
回
、

現
大
橋
勇
太
副
市
長
に
加
え
、

新
副
市
長
に
吉
田
定
男
氏
（
63

歳
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

同
氏
の
長
年
に
わ
た
る
本
市

職
員
と
し
て
の
行
政
経
験
を
、

今
後
、
統
括
担
当
副
市
長
と
し

て
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

▷
就
任
式
の
様
子
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採
用
予
定
日
は
２
０
２
０
年
４
月
１
日
で
、
原

則
と
し
て
採
用
と
同
時
に
北
薩
広
域
行
政
事
務
組

合
管
内
（
出
水
市
内
、
阿
久
根
市
内
ま
た
は
長
島

町
内
）
に
居
住
で
き
る
方
と
し
ま
す
。

 

９
月
22
日
（
日
）

 

出
水
市
役
所
野
田
支
所
２
階
２
０
１
会
議
室

受
験
申
込
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
木
）
～
同
22
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
、

　

８
月
22
日
（
木
）
ま
で
の
消
印
有
効
と
し
ま
す
。

受
験
手
続

　

受
験
申
込
書
（
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

　

課
（
出
水
市
役
所
野
田
支
所
）、
出
水
市
役
所

　

総
合
案
内
、
阿
久
根
市
役
所
市
民
相
談
室
、
長

　

島
町
役
場
総
務
課
に
準
備
、
北
薩
広
域
行
政
事

　

務
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項

　

を
記
入
の
上
、
北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務

　

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
の
請

　

求
お
よ
び
提
出
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
。
請
求

　

さ
れ
る
と
き
は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書

　

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
付

　

し
た
宛
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号

　

封
筒
：
Ａ
４
判
サ
イ
ズ
）
を
同
封
の
上
、
北
薩

　

広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課
に
請
求
し
て
く
だ

　

さ
い
。

・

 

〒
８
９
９

－

０
５
０
２

　

出
水
市
野
田
町
下
名
７
０
３
５
番
地

　

出
水
市
役
所
野
田
支
所
２
階

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
総
務
課

　
（
☎
�
４
８
１
５
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

職　種 採用予定
人員 受験資格（①、②いずれの要件も満たす者）

一般事務職 １人
① 1990（平成２）年４月２日から 2002（平成 14）年４月１日までに生まれた者
②学校教育法による高等学校卒業程度の学力を有する者
　（2020 年３月までに卒業する見込みの者を含む。）

〇 10 月 1 日採用予定
看 護 師　
　採用人数　10 人程度
　資 格 等　1975 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
　　　　　　看護師免許を有する方
　※採用となった場合に条件を満たせば、支度金
　　（36 万円）を交付します。
介護福祉士
　採用人数　２人程度　
　資 格 等　1985 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
　　　　　　介護福祉士免許を有する方

出水総合医療センター　職員採用試験

 出水総合医療センター経営企画課
　（☎ 67 － 1611）

〇 2020 年１月 1 日採用予定
言語聴覚士　
　採用人数　１人程度
　資 格 等　1985 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
　　　　　　言語聴覚士免許を有する方
作業療法士
　採用人数　１人程度　
　資 格 等　1985 年 4 月 2 日以降に生まれた方で
　　　　　　作業療法士免許を有する方
〇試験日　８月 25 日（日）

就職説明会の開催　
　  ８月 13 日（火）午後２時から　　  市中央公民館２階　学習室３・４
　当院への就職をお考えの方を対象とした就職説明会を開催します。
　Ｕターンをお考えの方、またその家族の方々など、多くの方のご参加をお待ちしています。

　出水総合医療センターでは、地域の基幹病院として地域包括ケア病棟を新設するなど規模拡大中により、
次の職種について職員を募集しています。申込期限は、いずれも８月 20 日（火）必着です。
　資格をお持ちの在宅の方や地元へのＵターンをお考えの方など、ぜひお力をお貸しください。

職
員
募
集
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施設名 指定期間（予定） 担当課（連絡先）

　〇出水市市民プール

2020 年４月 1 日
～ 2023 年３月 31
日の３年間

（ただし、当該施
設の指定を継続し
て受けようとする
指定管理者候補者
は 2025 年３月 31
日までの５年間）

市民体育課
（☎ 63 － 4140）

　〇出水市中央公民館等（３施設）
　・出水市中央公民館・出水市文化会館・出水市音楽ホール

生涯学習課
（☎ 63 － 2200）

　〇出水市高野山公園 産業振興総務課
（☎ 63 － 4800）

　〇児童デイサービスひだまり 福祉課
（☎ 63 － 4045）

　〇都市公園および一般公園（Ａグループ）
　・東光山公園・特攻碑公園・海洋公園・築港公園・東町公園
　・イゲノ木公園・米ノ津公園・上畑公園・名護公園・明神公園
　・住吉運動公園・西出水住宅公園・桜町ﾆｭｰﾀｳﾝ公園
　・千本付団地公園・朝熊ﾆｭｰﾀｳﾝ公園・沖田ﾆｭｰﾀｳﾝ公園
　・早馬住宅公園・明神団地公園・高尾野麓ｺﾐｭﾆﾃｨ運動公園
　・西町ふれあい公園 都市計画課

（☎ 63 － 4063）

　〇都市公園および一般公園（Ｂグループ）
　・出水駅東口緑地公園・青木公園・昭和公園・朝日公園
　・緑公園・春日公園・沖田公園・本町公園・城山墓地公園
　・竪馬場公園・みそなめての碑公園・城山南公園
　・小松ﾆｭｰﾀｳﾝ公園・星が丘公園

　

市
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
お
よ
び
効
率
的
な
施
設
運

営
を
行
う
た
め
、
公
の
施
設
の

管
理
運
営
を
民
間
事
業
者
な
ど

の
法
人
等
に
行
っ
て
い
た
だ
く

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
年
度
末
で
指
定

期
間
が
満
了
す
る
下
表
の
施
設

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
を
希

望
す
る
法
人
等
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
要
項

　

８
月
中
旬
以
降
に
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

　

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

募
集
の
期
間

　

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

　

い
。

応
募
資
格

　

募
集
要
項
の
資
格
要
件
を
満

　

た
す
法
人
ま
た
は
団
体

※
そ
の
他
現
地
説
明
会
の
日
程

　

等
、　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か

　

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

・
　

下
表
の
担
当
課
（
連
絡

　

先
）
に
な
り
ま
す
。

※対象施設等は現在予定しているものです。詳しくは市ホームページでご確認ください。

公の施設の指定管理者を募集
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－　関西出水会　－
会　　長　尾籠　透（高尾野出身）
日　　時　10 月５日（土）　午前 11 時 30 分から
場　　所　ホテルプリムローズ大阪
　　　　　大阪市中央区大手前３－１－４３
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野田）出身、

高校時代を出水で過ごした方、出水に縁の
ある方で、主に関西方面にお住まいの方

　　　　　（会員数約 2,000 人）
連 絡 先　関西出水会事務局
　　　　　筒井　末人（大川内出身）
　　　　　（☎・ＦＡＸ 06 － 6401 － 7322）

－　東京高尾野会　－
会　　長　唐崎　富夫（高尾野出身）
日　　時　10 月 26 日（土）午後０時 30 分から
場　　所　東海大学校友会館
　　　　　東京都千代田区霞が関３－２－５（霞が関ビル

35 階）
参 加 者　旧高尾野出身で、主に関東方面にお住まいの

方（会員数約 1,100 人）
連 絡 先　東京高尾野会事務局
　　　　　唐崎　富夫
　　　　　（☎ 03 － 3239 － 2127）
　　　　　（ＦＡＸ 03 － 3239 － 3498）
　　　　　コンピューター・テクノロジー株式会社内

－　関東ふるさと出水会　－
会　　長　宮川　幸男（米ノ津出身）
日　　時　10 月 27 日（日）正午から
場　　所　大手町サンケイプラザ
　　　　　東京都千代田区大手町 1 － 7 － 2
参 加 者　旧出水市出身・出水に縁のある方で、主に関

東方面にお住まいの方
　　　　　　　（会員数約 1,700 人）
連 絡 先　関東ふるさと出水会事務局
　　　　　山口　睦男（東出水出身）
　　　　（☎ 03 － 3221 － 6205）
　　　　（ＦＡＸ 03 － 3221 － 6206）
　　　　　　　　　　　　ふるさと出水会

－　福岡・出水交流会　－
副 会 長　東　孝昭（西出水出身）
日 　 時　11 月２日（土）午後６時から
場 　 所　ホテルオークラ福岡
　　　　　福岡市博多区下川端町３－２
参 加 者　出水市（旧出水、旧高尾野、旧野田）出身、

高校時代を出水で過ごした方、出水に縁の
ある方で、主に福岡県および周辺県にお住
まいの方（会員数約 280 人）

連 絡 先　福岡・出水交流会事務局
　　　　　城戸（出水出身）、林（高尾野出身）
　　　　（☎ 092 － 596 － 7656）
　　　　（ＦＡＸ 092 － 596 － 7683）㈱アシュラン内

～　ふるさと会のご案内　～
関東、関西、福岡方面のふるさと会では、本年度の総会・懇親会への参加者を募集しています。
懐かしい顔がそろい、ふるさとの話に花が咲く楽しい行事になっています。各方面にお住まいの出水

市出身の親類、知人の皆さまへご案内ください。なお、東京野田会総会・懇親会は、５月 18 日（土）に
盛大に開催されました。

総会等への参加などの詳細については、各ふるさと会事務局または本庁シティセールス課（☎ 63 －
4040）にお気軽にお問い合わせください。

検索

　

市
で
は
、
本
市
へ
転
入
し
、
定
住
さ
れ
る
方
（
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ご
親
戚
や
お

知
り
合
い
で
本
市
へ
の
移
住
・
定
住
を
お
考
え
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

住
宅
に
関
す
る
支
援
策

①
空
き
家
バ
ン
ク

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

②
不
動
産
情
報
収
集

　

お
好
み
の
条
件
で
、
市
が
代
わ
り
に
不
動
産
情
報

　

を
収
集
し
ま
す
。

③
定
住
住
宅
取
得
補
助

　

３
年
間
で
最
大
50
万
円
（
一
部
商
品
券
）
助
成
し

　

ま
す
。

④
定
住
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

　

工
事
費
の
15
㌫
、
最
大
で
15
万
円
助
成
し
ま
す
。

市
外
通
勤
に
関
す
る
支
援

⑤
市
外
事
業
所
に
公
共
交
通
機
関
で
通
勤
す
る
方

　

に
、
定
期
券
代
の
２
分
の
１
を
３
年
間
助
成
し
ま

　

す
。（
月
額
上
限
２
万
円　

通
勤
手
当
分
を
除
く
）

子
育
て
世
帯
向
け
支
援

⑥
中
学
生
以
下
の
子
が
い
る
世
帯
は
、
③
の
助
成
額

　

が
２
倍
（
最
大
１
０
０
万
円
相
当
）
に
な
り
ま
す
。

⑦
中
学
生
以
下
の
子
が
い
る
世
帯
で
民
間
賃
貸
住
宅

　

に
お
住
い
の
場
合
は
、
月
額
家
賃
の
２
分
の
１
を

　

最
大
３
年
間
助
成
し
ま
す
。（
月
額
上
限
２
万
円
）

⑧
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
医
療
費
が
実
質
無
料

※
③
～
⑦
は
、
２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
。

※
各
支
援
策
に
は
、
各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
（
☎
�
４
０
６
１
）

移
住
・
定
住
を
支
援
し
ま
す
！
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８
月
は
、
高
齢
者
と
の
触
れ

合
い
遊
び
（
七
夕
）
を
行
い
ま

す
。

 

８
月
６
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

 

出
水
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

大
広
間

※
65
歳
以
上
の
方
の
参
加
を
お

　

待
ち
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
室

　
　
　
８
月
の
イ
ベ
ン
ト

一緒に遊びましょう。
一緒に語りましょう。

子
育
て
支
援
室
は
、
毎
日
、

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
顔
が
輝
い
て

い
ま
す
。

　

子
育
て
中
は
、
毎
日
が
慌
た
だ

し
く
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
怒
っ

た
り
、
時
に
は
、「
お
母
さ
ん
を

や
め
た
い
」
と
言
う
声
が
思
わ
ず

出
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、「
育
児
は
育
自
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

と
と
も
に
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

も
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
が
上

手
に
な
り
、
そ
の
姿
が
微
笑
ま
し

く
も
あ
り
、
親
同
士
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も
、

学
ぶ
こ
と
の
多
い
毎
日
で
す
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前

に
、
子
ど
も
同
士
遊
ん
だ
り
、
お

父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
仲
間
づ
く
り

や
情
報
交
換
も
で
き
て
い
ま
す
。

月
ご
と
に
、行
事
や
歌
遊
び
な
ど
、

楽
し
い
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、

親
子
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ

か
ら
子
育
て
が
始
ま
る
妊
婦
さ
ん

も
大
歓
迎
で
す
。

　

子
育
て
支
援
室
に
は
、
保
健

師
・
助
産
師
・
保
育
士
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
、
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
す
の
で
、
い
つ
で
も
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

 

子
育
て
支
援
室

　
（
☎
�
７
７
０
５
）

子育て支援室へ行こう♪

　

現
在
、
ス
マ
ホ
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
の
ト
ラ
ブ
ル
や
、

ネ
ッ
ト
依
存
な
ど
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
に

お
い
て
も
乳
幼
児
か
ら
学
生
、
成
人
と
幅
広
い
年
代
で
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
長
時
間
利
用
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

の
生
活
リ
ズ
ム
や
成
長
発
達
に
影
響
し
、
ス
マ
ホ
依
存
な
ど

の
相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
が
子
ど
も
の

脳
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
一
緒
に
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
！

 

８
月
18
日
（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

　
（
受
付
開
始
は
午
後
０
時
30
分
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 

無
料

対
象
者
　
子
ど
も
の
保
護
者
や
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方　

演
題
　「
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
か
ら
子
ど
も
の
脳
を
守
る
」

講
師
　
増
田　

彰
則　

氏
（
増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

託
児
　
ご
希
望
の
方
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

 

市
健
康
増
進
課
（
出
水
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

子
育
て
健
康
支
援
講
演
会

～
ゲ
ー
ム
・
ス
マ
ホ
か
ら
子
ど
も
の
脳
を
守
る
～

▷
昨
年
の
様
子
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ぜーんぶ無料で受けられます！
〇動脈硬化測定（先着８人）
〇骨塩量測定（先着 15 人）
〇血管年齢測定
〇血圧・血糖測定
〇エコー体験

ぜーんぶ無料で参加できます！
〇循環器内科医師による
　「心不全」のお話
〇ダンスチーム「ハピスマ」
〇出水商業高校吹奏楽部生演奏
〇院内見学ツアー

その他にもさまざまなイベントが！
〇地元高校生によるふれあい看護体験
〇緩和ケア・腎教室・糖尿病教室ポス
　ター展示
〇ＤＭＡＴ装備品展示　　などなど

 

８
月
17
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時
30
分

※
受
付
開
始
は
午
前
９
時

 
出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

１
階
ロ
ビ
ー

 

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

経
営
企
画
課
（
☎
�
１
６
１
１
）

出水総合医療センター

かぼちゃのロスなしスープ
　今回は、鹿児島県生活学校運動連絡会発行の

「食品ロス削減レシピ集（鹿児島版）」よりレシ
ピを１点紹介します。

＞＞作り方
　①　かぼちゃは皮も使うので、タワシできれいに洗う。
　②　皮も中綿も種もそのままで、適当に切り、乱切りした玉ねぎと一緒に、カップ３の水とコンソメ
　　１個を入れて、20 分ゆでる。
　③　少し冷ましてから、煮汁ごとミキサーにかける。（回りにくい時は牛乳を少し入れる）種も入って
　　いるので、少し丁寧に回す。（種は感じない）
　④　鍋に戻し、残りの牛乳を入れて、味が薄いようであれば塩こしょうで整え沸騰寸前で火を止める。

食育コーナー
★・・★・・★・・★・・★・・★・・★

★・・★・・★・・★・・★・・★・・★

材料・分量
水 3 カップ 
かぼちゃ 300 ｇ
玉ねぎ 2 分の 1 個
牛乳 400㏄
コンソメ 1 個
塩こしょう（お好みで） 少々

　出水市食育・地産地消推進協議会では、食育
コーナーに掲載する俳句・川柳・自慢のレシピ
等を引き続き募集しています。
　興味がある方はお問い合わせください。

 出水市食育・地産地消推進協議会
　（本庁農政課内）（☎ 63 － 4129）

わたあめ・かき氷

ポップコーンもあるよ！

13 12広報いずみ2019（令和元年）８月 広報いずみ2019（令和元年）８月



市民運動プログラム【パート１】

国体だより

　

市
民
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
第

75
回
国
民
体
育
大
会
出
水
市
市
民

運
動
基
本
計
画
」
お
よ
び
「
燃
ゆ

る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
県
民
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
踏
ま
え
、
市
民
の
多

様
な
参
加
機
会
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
出
水
市
民
お
よ
び
燃
ゆ
る

感
動
か
ご
し
ま
国
体
出
水
市
実
行

委
員
会
が
行
う
具
体
的
な
取
り
組

み
例
を
示
し
、
運
動
を
推
進
す
る

た
め
に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市民運動の５つの基本目標

１　市民一人一人の力で盛り上げる国体
２　「まごころ」のこもったおもてなしで歓迎する国体
３　生涯にわたってスポーツに親しみ、心身ともに健康づくりを推進する国体
４　豊かな自然、歴史、文化、食の魅力などを全国に発信する国体
５　オリンピックイヤーにふさわしい取り組みを行う国体

～市民運動の広がり～

１　市民一人一人の力で盛り上げる国体
２　「まごころ」のこもったおもてなしで歓迎する国体
３　生涯にわたってスポーツに親しみ、心身ともに健康づくりを推進する国体
４　豊かな自然、歴史、文化、食の魅力などを全国に発信する国体
５　オリンピックイヤーにふさわしい取り組みを行う国体

市民総参加

自主的・積極的な参加

市民の皆さん
市民、学校、企業、ＮＰＯ法人、ボランティア団体、各種団体等

プログラム推進イメージ図

「みんなでつくる活力都市　住みたいまち　出水市」の
多彩な魅力を全国に発信する国体の実現

地域の特色を生かした取り組みを推進
出水市、出水市実行委員会

全県的な運動の推進
鹿児島県、県実行委員会

観光まごころ県民運動、環境
を守る鹿児島県民運動、マイ
ライフ・マイスポーツ運動、
出水市交通安全市民運動など

既存の市民（県民）運動

〈啓発・支援〉 〈協力〉 〈参加の呼びかけ〉

支
援

連携

連携
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《趣旨》
　市民一人一人がそれぞれの立場で国体に携わることにより、共に喜びと感動を分
かち合える国体を目指します。

市民一人一人の力で盛り上げる国体

≪市民の皆さんができること≫
〇かごしま国体・かごしま大会をテーマとしたイベントや写真、絵画、作文コンクール等に参加する。
〇競技会場で競技を観戦し、全国レベルのパフォーマンスを体感する。
〇各競技会場等で、受付・案内、会場整理、救護、会場サービス、会場美化、式典運営補助などのボランティ
　ア活動（運営サポーター）に参加する。
〇国体募金や企業協賛で、かごしま国体・かごしま大会に参加する。
〇競技会場、道路・河川・海岸等をきれいにする地域の清掃活動に参加する。
〇大会期間中はマイカー利用を自粛し、積極的に公共交通機関の利用に努める。

≪市および実行委員会が行うこと≫
〇市民が楽しく参加できる国体やスポーツをテーマとしたイベント、文化行事等への協力
〇地域や学校等と連携し、競技会場での観戦や特色ある応援を推進
〇競技会運営サポーターの募集・育成
〇国体募金および企業協賛制度への協力
〇ふるさと出水クリーン作戦との連携
〇大会期間中のマイカー利用の自粛や交通規制への協力を呼びかけ

★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★

今回は、『市民運動の５つの基本目標』の一つ「市民一人一

人の力で盛り上げる国体」について説明します。

★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★・・★

 燃ゆる感動かごしま国体出水市実行委員会事務局（国体推進課内）（☎ 63 － 4187）

　燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会では、同大会の総合開・閉会式オープニングプ
ログラムの出演団体を募集しています。
　詳しくは、公式ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局（県庁 10 階）
　（鹿児島県国体・全国障害者スポーツ大会局　競技式典課内）
　（☎ 099 － 286 － 2917）
　（FAX099 － 286 － 5683） かごしま国体・大会 検索

応募期限
９月 10 日

（火）

15 14広報いずみ2019（令和元年）８月 広報いずみ2019（令和元年）８月



はじめよう！ごみのダイエット♪

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
食
べ
ら
れ
る
の

に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　

日
本
で
は
年
間
約
６
３
２
万
㌧
、
日
本

人
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
１
日
に

お
茶
碗
約
１
杯
分
（
約
１
３
６
㌘
）
の
食

べ
物
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。「
食
品
ロ

ス
」
を
減
ら
し
て
、
食
品
廃
棄
物
の
発
生

を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
期
限
の
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
食
品
等
は
、

　

広
報
い
ず
み
７
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

　

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
等
で
処
理
す
る

　

こ
と
に
よ
っ
て
、
ご
み
の
減
量
が
で
き

　

ま
す
。

　

購
入
者
（
出
水
市
民
）
へ
の
報
償
金
も

　

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。

※
ご
み
減
量
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
を
お
持

　

ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

削
減
の
工
夫
①

食
材
を
「
買
い
過
ぎ
な
い
」「
使
い

切
る
」「
食
べ
切
る
」

　

食
材
を
買
い
過
ぎ
た
り
、
在
庫
が
あ
る

の
を
忘
れ
て
同
じ
食
材
を
買
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
と
、
結
局
使
い
切
れ
ず
に
食
材

を
無
駄
に
し
て
し
ま
う
原
因
に
な
り
ま

す
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
買
い
物
に
行

く
際
に
は
事
前
に
在
庫
を
確
認
し
、
必
要

な
も
の
だ
け
を
買
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
買
っ
た
も
の
は
な
る
べ
く
「
使

い
切
る
」「
食
べ
切
る
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

削
減
の
工
夫
②

「
消
費
期
限
」
と
「
賞
味
期
限
」
の

違
い
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

　

加
工
食
品
に
は
、「
消
費
期
限
」
か
「
賞

味
期
限
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

消
費
期
限
と
は
品
質
の
劣
化
が
早
い
食

品
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
食
べ
て
も
安
全

な
期
限
」
の
た
め
、
そ
れ
を
超
え
た
も
の

は
食
べ
な
い
ほ
う
が
安
全
で
す
。

　

賞
味
期
限
は
、
品
質
の
劣
化
が
比
較
的

遅
い
食
品
に
表
示
さ
れ
て
い
る
「
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
る
期
限
」
で
あ
り
、
そ
れ
を

超
え
て
も
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
一
度
開
封
し
た
ら
消
費
期
限

や
賞
味
期
限
に
か
か
わ
ら
ず
、
早
め
に
食

べ
ま
し
ょ
う
。

「
食
品
ロ
ス
」
を
減
ら
そ
う
！

　

障
害
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人

が
周
り
に
支
援
を
求
め
る
た
め

の
カ
ー
ド
で
す
。
カ
ー
ド
の
裏

面
に
、
希
望
す
る
配
慮
や
手
助

け
の
内
容
を
書
き
込
み
、
い
ざ

と
い
う
時
に
カ
ー
ド
を
提
示
し

て
支
援
を
受
け
ま
す
。

　
（
例
：
道
に
迷
っ
た
と
き
、

パ
ニ
ッ
ク
の
と
き
、
災
害
の
と

き
、
日
常
で
の
手
助
け
な
ど
）

　

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
方
が

困
っ
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら

声
か
け
や
思
い
や
り
の
行
動
で

お
手
伝
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は
？

　

障
害
の
有
無
、
障
害
者
手
帳

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

配
布
を
希
望
す
る
本
人
に
、

無
料
で
一
枚
配
布
し
ま
す
。

　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、
本
庁
福

祉
課
ま
た
は
各
支
所
総
合
市
民

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
４
５
）

カ
ー
ド
の
配
布

▷
オ
モ
テ

▷
ウ
ラ
（
記
入
例
）

〇耳が聞こえづらいです。筆談で会話し

　てください。

〇大きな音でパニックを起こすことがあ

　ります。優しく声をかけて、静かな場

　所に誘導してください。

〇聴覚に障害があります。災害時には、

　周囲の様子を教えてください。　など

電
話
番
号
な
ど
の
個
人
情

報
を
書
く
場
合
は
、
カ
ー

ド
を
使
用
す
る
ご
本
人
や

ご
家
族
な
ど
で
内
容
を
十

分
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
期
限
？

賞
味
期
限
？

「もったいない」を

減らしましょう！
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農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、

２
０
１
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

農
地
の
新
し
い
貸
し
借
り
の
方
法

で
す
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
い
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
、
農
業
経
営
の

規
模
拡
大
、
農
用
地
等
の
効
率
的

利
用
を
促
進
し
、
農
業
の
生
産
性

の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

県
で
は
「
公
益
財
団
法
人
鹿
児

島
県
地
域
振
興
公
社
」
が
県
知
事

か
ら
農
地
中
間
管
理
機
構
の
指
定

を
受
け
、
本
市
で
も
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
機
構
（
県

公
社
）
を
通
し
て
農
地
集
積
・
集

約
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

賃
借
料
は
機
構
が
徴
収
・
支
払

い
を
行
い
、
農
地
は
契
約
終
了
後

に
必
ず
所
有
者
に
返
還
さ
れ
ま

す
。

　

農
地
の
出
し
手
（
所
有
者
）
と

担
い
手
（
借
受
者
）
の
間
に
、
営

利
を
目
的
と
し
な
い
公
的
機
関
が

介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
安
心
し
て

農
地
の
貸
し
借
り
が
行
え
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
１
２
９
）

安心できる農地の貸し借り
～活用しよう！「農地中間管理事業」～

農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
？

市役所に
相談してみよう！

農政課
農地利用
最適化
推進委員 農業委員

市役所に
相談してみよう！

　

来
年
度
の
補
助
事
業
導
入
に
向
け
て
鹿
児
島
県

と
協
議
す
る
た
め
、
事
業
実
施
希
望
の
あ
る
方

は
、
本
庁
農
政
課
に
参
考
資
料
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

か
ご
し
ま
園
芸
産
地
整
備
事
業
（
農
業
用
ハ
ウ
ス

強
靭
化
緊
急
対
策
事
業
）（
国
補
助
事
業
）

既
存
ハ
ウ
ス
の
補
強　

　

台
風
な
ど
の
強
風
や
降
雪
な
ど
の
被
害
か
ら
ハ

　

ウ
ス
を
守
る
た
め
の
補
強
資
材
（
ビ
ニ
ペ
ッ
ト

　

等
）、
換
気
扇
（
吸
気
口
は
除
く
）、
融
雪
装
置
、

　

水
平
梁
、
補
強
パ
イ
プ
取
り
付
け
、
防
風
ネ
ッ

　

ト
等
の
資
材
購
入
費
、
取
付
費
な
ど

※
ビ
ニ
ー
ル
張
り
替
え
や
パ
イ
プ
交
換
は
対
象
外

※
融
雪
装
置
（
加
温
装
置
）
と
し
て
の
暖
房
機
等

　

は
対
象
外

※
今
後
10
年
以
上
の
利
用
が
見
込

　

ま
れ
る
既
存
ハ
ウ
ス
が
対
象

採
択
要
件
等　

対
象
者　
既
存
の
ハ
ウ
ス
で
野
菜
・

　

果
樹
等
の
生
産
・
販
売
を
行
う
専
業
農
家
等

対
象
作
物　
全
て
の
品
目

※
導
入
す
る
機
械
・
施
設
等
に
よ
っ
て
個
別
に
要

　

件
あ
り

補
助
率　
事
業
費
に
対
し
国
２
分
の
１
以
内

申
込
期
限　
８
月
23
日
（
金
）

提
出
資
料　
要
望
書
（
経
営
概
況
）、
カ
タ
ロ
グ
、

　

見
積
書
、
園
芸
施
設
共
済
や
民
間
の
共
済
保
険

　

等
に
加
入
す
る
誓
約
書
、
既
存
ハ
ウ
ス
の
利
用

　

期
間
（
10
年
以
上
）
に
関
す
る
申
出
書

・

 

本
庁
農
政
課
（
☎
�
４
０
３
３
）

農
業
関
係
補
助
事
業
の

　
　
　
　
　
　
実
施
希
望
者
を
募
集

農業委員会 機構

農政課 農業委員会

農地利用
最適化
推進委員

農業委員

担い手Ａ 担い手Ｂ

たくさんの
農地を借りて
いるから地代の
支払いが大変
なんだ

僕は
分散した農地を
近くに集め
たいんです

いつまで
農業が続け
られるか不安
だなぁ～

このままだと
荒れ地になるし
誰か農地を借り
てくれないです
かねぇ

そうですねぇ
さっそく

市役所へ行って
みましょう

地域
の話し合い
で解決しま
せんか

私たちも
お手伝い
します 私たちが

ご説明
します

私たちも
お手伝い
します

私たちも
お手伝い
します

を活用して、効率的な
営農を進めましょう。

・効率的な営農の展開
・契約が一本化され、賃借料は自動引落し

　などのメリットがあります。

という農地の貸し借りの
しくみがあります。

・賃借料は機構が責任をもってお支払い
・預かった農地は機構が責任をもって管理
・農地は契約終了後所有者へ返還

　などのメリットがあります。
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今
年
も
「
野
田
郷
夏
祭
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時

 

野
田
運
動
場

内
容

◯
午
後
６
時　

子
ど
も
み
こ
し

◯
午
後
６
時
30
分　

み
ん
な
で
踊

　

ろ
う

◯
午
後
７
時
10
分　

踊
り
と
演
奏

　
（
演
舞
）

◯
午
後
７
時
40
分　

子
ど
も
ス
ペ

　

シ
ャ
ル
タ
イ
ム

◯
午
後
８
時
25
分　

太
鼓
演
奏

◯
午
後
８
時
40
分　

花
火
大
会

 

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野
本
所

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

野
田
郷
夏
祭
り

　

ア
マ
チ
ュ
ア
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
ず
み
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

 

８
月
25
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分

　
（
開
場
は
午
後
１
時
）

 

市
音
楽
ホ
ー
ル

 
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
は
無
料

出
演
者
（
団
体
）

○Loving

〇
サ
カ
シ
タ　
サ
ト
ミ

〇Cloud7

〇
山
本　
聡

〇
市
民
バ
ン
ド
い
ず
み

〇obligado

〇
ペ
ア
チ
ル

〇K
A

N
T

A
 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

市
自
主
文
化
事
業

　
　
　
　
２
０
１
９
♪

　

小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
等

に
よ
る
、
楽
し
い
実
験
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

 

８
月
７
日
（
水
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
受
付
開
始　

午
前
９
時
15
分
～

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 

２
０
０
円

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

当
日
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

お
も
し
ろ
実
験
教
室

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
環
境

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と

す
る
「
親
子
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
工
作
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

８
月
17
日
（
土
）

第
１
部　

午
前
10
時
～
同
11
時

第
２
部　

午
後
２
時
～
同
３
時

 

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

 

無
料

対
象
者　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

定
員　
親
子
で
40
組（
各
部
20
組
）

※
親
１
人
・
子
１
人
で
１
組

準
備
す
る
も
の　
筆
記
用
具
・
水

　

分
補
給
用
の
飲
み
物

申
込
期
限　
８
月
14
日
（
水
）
午

　

後
５
時

 

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
定
員
の
半
数
以
上

　

の
受
講
希
望
が
あ
る
場
合
に
開

　

講
し
ま
す
。

・

 

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
１
０
５
）

夏
休
み
公
民
館
講
座

　

米
ノ
津
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
で
は
、「
第
２
回
米
東
夏

祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用
意

し
て
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

８
月
18
日
（
日
）

　

午
後
５
時
～
同
９
時
頃

※
雨
天
中
止

 

米
ノ
津
新
町
商
店
街
通
り

内
容　

〇
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
マ
ル
シ
ェ

〇
子
ど
も
み
こ
し

〇
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト　

他

 

米
ノ
津
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　

ィ
協
議
会
（
☎
�
３
９
９
２
）

米
東
夏
祭
り
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市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

で
は
、
お
盆
に
合
わ
せ
て
夕
涼
み

会
を
開
催
し
ま
す
。
趣
の
あ
る
武

家
屋
敷
で
、
夕
涼
み
を
し
ま
せ
ん

か
。
ご
家
族
で
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

 

８
月
13
日
（
火
）・
14
日
（
水
）

　

午
後
５
時
～
同
９
時

 

市
公
開
武
家
屋
敷
「
竹
添
邸
」

 

無
料

※
屋
外
の
み
開
放
し
ま
す
。

※
武
家
屋
敷
内
の
案
内
は
行
い
ま

　

せ
ん
。

※
同
時
間
、
出
水
麓
歴
史
館
は
入

武
家
屋
敷
で
涼
ん
で
み

ま
せ
ん
か

申
込
期
間　
８
月
５
日
（
月
）
～

　

同
22
日
（
木
）

※
申
し
込
み
状
況
に
よ
っ
て
は
当

　

日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

そ
の
他　
ど
ち
ら
の
体
験
企
画
と

　

も
成
績
上
位
者
に
は
賞
品
が
あ

　

り
ま
す
。

・

 

出
水
麓
歴
史
館

　
（
☎
�
１
３
９
０
）

　
「
な
ん
こ
」
は
、
古
く
か
ら
南

九
州
に
伝
わ
る
遊
び
で
あ
り
、「
吹

矢
」
も
江
戸
時
代
の
文
献
や
錦
絵

に
も
残
っ
て
い
る
よ
う
に
、
遊
技

と
し
て
広
く
大
衆
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

　

出
水
麓
歴
史
館
で
は
、
第
３
代

な
ん
こ
王
決
定
戦
と
新
た
に
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
道
場
を
開
催
し

ま
す
。

 

８
月
24
日
（
土
）

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
体
験
道
場

　

午
前
10
時
～
正
午

　

第
３
代
な
ん
こ
王
決
定
戦

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時

 

出
水
麓
歴
史
館

 

無
料

※
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
吹
き
口
１
個

　

１
５
０
円
は
自
己
負
担

対
象
者　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す
。
初
め
て
の
方
も
ル
ー
ル

　

説
明
、
実
践
形
式
で
の
ゲ
ー
ム

　

を
行
っ
た
後
に
競
技
を
行
い
ま

　

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

 

出
水
麓
歴
史
館
内
の
受
け
付

　

け
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話
で

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

出
水
麓
歴
史
館

　
　
　
　
体
験
企
画

　

い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
実
行
委

員
会
で
は
、
11
月
に
実
施
し
ま
す

「
い
ず
み
マ
チ
・
テ
ラ
ス
」
の
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
竹
灯
籠
の

製
作
体
験
を
開
催
し
ま
す
。

 

８
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分

 

出
水
麓
歴
史
館
長
屋
門

 

無
料
（
先
着
30
人
）

※
た
だ
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
代
（
購
入
希

　

望
者
の
み
）
と
し
て
千
円
が
必

　

要
と
な
り
ま
す
。

※
製
作
さ
れ
た
作
品
は
、
８
月
13

　

日
・
14
日
に
公
開
武
家
屋
敷
竹

　

添
邸
の
夕
涼
み
会
で
展
示
（
希

　

望
者
の
み
）
し
ま
す
。

 

出
水
商
工
会
議
所

　
（
☎
�
１
３
３
７
）

竹
灯
籠
を
製
作
し
て
み

ま
せ
ん
か

　

館
無
料
と
な
り
ま
す
。

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
出
水

　

麓
街
な
み
保
存
会

　
（
☎
�
５
５
０
５
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
行
政

の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
は
、
行
政
の
仕
事
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
、
行
政
相
談
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

 

８
月
８
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

行
政
相
談
委
員
に

　
　
相
談
し
ま
せ
ん
か

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

　

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に
対

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
抱
え
て

い
る
若
者
や
そ
の
ご
家
族
を
対
象

に
就
労
支
援
の
た
め
の
出
張
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
自
分
ら
し

い
働
き
方
を
見
つ
け
た
い
」「
子

ど
も
の
自
立
に
つ
い
て
相
談
先
が

わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
相
談
に
対

応
い
た
し
ま
す
。

 

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

　

①
午
後
１
時
～

　

②
午
後
２
時
～

　

③
午
後
３
時
～

※
各
50
分
程
度

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

 

無
料

※
要
予
約
（
前
日
ま
で
に
）

 

か
ご
し
ま
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
９
９

－

２

　

９
７

－

６
４
３
１
）

「
働
く
こ
と
に
踏
み
出
し

た
い
」
を
応
援
し
ま
す
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市
で
は
、
自
主
的
・
主
体
的
に

地
域
課
題
の
解
決
お
よ
び
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
む
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
団
体
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

補
助
対
象
団
体　
自
治
会
、
む
ら

　

づ
く
り
委
員
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
活
動
を
行
う
団
体
（
コ
ミ

　

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
除
く
）

補
助
対
象
事
業
の
種
類

Ａ
型
事
業

〇
内
容　

地
域
課
題
の
解
決
を
目

　

的
と
し
て
実
施
す
る
事
業

〇
補
助
率　

10
分
の
８
以
内

Ｂ
型
事
業

〇
内
容　

既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　

再
構
築
ま
た
は
基
盤
強
化
を
目

　

的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
お
よ

　

び
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ

　

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す

　

る
交
流
事
業

〇
補
助
率　

10
分
の
８
以
内
（
複

　

数
の
自
治
会
の
協
働
な
ど
）

　

10
分
の
５
以
内
（
そ
の
他
）

Ｃ
型
事
業

〇
内
容　

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す

　

る
も
の
と
し
て
特
に
市
長
が
認

　

め
る
事
業

〇
補
助
率　

10
分
の
５
以
内

補
助
対
象
外
事
業　

　

行
政
も
し
く
は
他
の
公
共
的
団

　

体
ま
た
は
こ
れ
ら
が
出
え
ん
も

　

し
く
は
出
資
す
る
団
体
か
ら
支

　

援
を
受
け
て
行
う
事
業
、
特
定

　

の
個
人
や
団
体
の
利
益
を
目
的

　

と
す
る
事
業
、
主
た
る
効
果
が

　

市
外
で
生
じ
る
事
業
、
公
序
良

　

俗
に
反
す
る
事
業
、
当
該
事
業

　

に
よ
り
生
じ
た
利
益
、
残
余
財

　

産
等
を
構
成
員
に
分
配
す
る
事

　

業
補
助
金
額　
１
団
体
当
た
り
20
万

　

円
を
限
度
（
１
事
業
年
度
）

留
意
事
項

○
事
業
実
施
の
際
は
、
計
画
を
示

　

す
と
と
も
に
、
成
果
指
標
と
数

　

値
目
標
を
設
定
し
、
目
的
意
識

　

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。
事

　

業
終
了
後
は
、
達
成
度
に
つ
い

　

て
申
請
団
体
に
お
い
て
検
証
を

　

行
う
こ
と
。

○
虚
偽
の
申
請
や
報
告
で
あ
る
こ

　

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
直
ち

　

に
交
付
決
定
を
取
り
消
し
、
補

　

助
金
を
交
付
し
な
い
。

応
募
方
法

　

申
請
お
よ
び
相
談
は
、
随
時
受

　

け
付
け
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
２
）

が
ん
ば
る
地
域
応
援
事

業
実
施
希
望
団
体
募
集

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

※
建
築
物
、
消
耗
品
は
対
象
外

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

　

事
業

○
助
成
額

　

総
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内
の

　

額
。
１
５
０
０
万
円
が
上
限
。

※
10
万
円
単
位
の
助
成

○
補
助
対
象

　

公
民
館
の
新
設
な
ど
の
大
規
模

　

な
工
事
や
備
品
に
要
す
る
経

　

費
。

※
建
物
を
建
て
る
事
に
の
み
利
用

　

で
き
ま
す
。
建
物
の
解
体
や
修

　

繕
、
土
地
の
購
入
は
対
象
外
と

　

な
り
ま
す
。

※
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

と
の
併
用
は
不
可
。

留
意
事
項

○
土
地
を
必
要
と
す
る
事
業
の
場

　

合
、
土
地
が
使
用
で
き
る
根
拠

　

書
類
（
契
約
書
、
承
諾
書
等
）

　

が
必
要
で
す
。

○
期
限
内
に
書
類
が
揃
わ
な
い
場

　

合
や
申
請
書
類
の
記
載
内
容
に

　

不
備
が
あ
る
場
合
、
申
請
は
受

　

理
で
き
ま
せ
ん
。

○
事
業
の
採
択
は
一
般
財
団
法
人

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し

　

ま
す
。
申
請
す
れ
ば
必
ず
採
択

　

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。

応
募
方
法

　

来
年
度
の
事
業
実
施
を
希
望
さ

　

れ
る
自
治
会
は
、
９
月
６
日

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
自
治
会
な
ど

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
行
う

活
動
に
必
要
な
施
設
、
設
備
の
整

備
に
対
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
実
施
主
体

　

市
が
認
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

　

織 

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
と
は
、
自

　

治
会
・
町
内
会
等
の
地
域
的
な

　

共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

　

ま
た
は
そ
の
連
合
体
で
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

　

事
業
の
実
施
主
体
は
、
認
可
地

　

縁
団
体
が
そ
の
対
象
と
な
り
ま

　

す
。

助
成
事
業
の
種
類 

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

○
助
成
額

　

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

※
１
０
０
万
円
以
上
で
、
10
万
円

　

単
位
の
助
成

○
補
助
対
象

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必

　

要
な
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経

　

費
。（
屋
外
放
送
施
設
の
整
備
、

　

テ
ン
ト
、
空
調
設
備
、
音
響
設

　

備
な
ど
）

来
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
実
施
希
望
団
体

を
募
集

　
（
金
）（
必
着
）
ま
で
に
必
要
書

　

類
を
本
庁
総
務
課
へ
ご
提
出
く

　

だ
さ
い
。

※
事
業
の
相
談
は
、
随
時
受
け
付

　

け
ま
す
。

そ
の
他　
２
０
２
０
年
度
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
実
施
要
綱
の

　

正
式
な
通
知
が
届
い
て
お
り
ま

　

せ
ん
の
で
、
条
件
等
に
変
更
が

　

生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
こ

　

と
を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

・

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
２
）
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成人式のお知らせと実行委員会のメンバーを募集
　市では、2020 年１月５日（日）に 2020（令和２）年出水市成人式を開催します。
　対象者は、今年度 20 歳を迎える新成人の方です。（下記対象者を参照）
　成人式の案内状は、８月１日時点で本市に住民票がある対象者に 11 月下旬にお送りします。進学・就職の
ために住民票を移された方は、問い合わせ先までご連絡いただければ、案内状を送付します。
　※案内状がなくても、当日参加できます。
　また、成人式の企画運営を行う「成人式実行委員会」に参加する新成人を募集します。アイデアを出し合
い自分たちの成人式を一生の思い出にしませんか。
　申し込みは、１人でもグループ単位でもできます。一緒に成人式を盛り上げましょう！

　実行委員募集期限　８月 30 日（金）

・
　本庁生涯学習課
　（☎ 63 － 2200）

出水市成人式日程等

期　日　2020年１月５日（日）
会　場　市文化会館
日　程　受 付 時 間　午前10時～同10時30分
　　　　記念写真撮影　午前10時35分～同11時15分
　　　　式　　　　典　午前11時30分～午後０時30分
対象者　1999（平成11）年４月２日
　　　　　　　～2000（平成12）年４月１日に生まれた方

21 20広報いずみ2019（令和元年）８月 広報いずみ2019（令和元年）８月

※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



募
集
人
員　
３
人
程
度

応
募
期
限　
９
月
２
日
（
月
）

勤
務
期
間　
11
月
～
３
月
（
月
６
日
程
度
）

勤
務
時
間　
午
前
７
時
～
正
午

応
募
方
法　
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
へ
履
歴
書
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

選
考
方
法　
講
義
を
２
回
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
筆
記
試
験

　

と
面
接
を
行
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
者
に
は
、
実
地
講
習
を
行
い
ま
す
。

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
（
☎
�
８
９
１
５
）

ツ
ル
巡
回
監
視
員
養
成
講
座

　

ツ
ル
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
一
環
と
し
て
、
巡

回
監
視
活
動
を
行
う
ツ
ル
巡
回
監
視
員
を
募
集
し
養
成
し

ま
す
。

　

市
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
下
刈
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

 

９
月
１
日
（
日
）
午
前
８
時
～
同
10
時

※
小
雨
決
行

 

嶽
ダ
ム
（
野
田
町
）

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

募
集
人
員　
１
０
０
人

申
込
期
限　
８
月
23
日
（
金
）

※
参
加
者
に
は
軽
食
を
準
備
し
ま
す
。

・

 

本
庁
農
林
水
産
整
備
課
（
☎
�
４
１
３
４
）

草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

　

県
で
は
、
鹿
児
島
県
出
身
沖
縄

戦
没
者
追
悼
式
へ
の
参
列
を
希
望

さ
れ
る
ご
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。

 

11
月
12
日
（
火
）

※
前
日
か
ら
の
団
体
行
動
に
な
り

　

ま
す
。

 

鹿
児
島
霊
園
（
沖
縄
県
糸
満

　

市
平
和
祈
念
公
園
内
（
摩
文
仁

　

の
丘
））

 

一
部
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

沖
縄
お
よ
び
沖
縄
近
海
で
の
戦

　

闘
で
戦
没
し
た
方
の
配
偶
者
お

　

よ
び
三
親
等
内
の
ご
遺
族

募
集
期
間

　

８
月
１
日（
木
）～
同
30
日（
金
）

募
集
人
員　
９
人
（
鹿
児
島
県
内

　

全
市
町
村
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
選

　

考
と
な
り
ま
す
。

 

本
庁
福
祉
課

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

県
庁
社
会
福
祉
課
（
☎
０
９
９

　

－

２
８
６

－

２
８
４
０
）

県
出
身
沖
縄
戦
没
者

追
悼
式
参
列
者
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
今
年
も
高
校
生

の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
作
文

を
募
集
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
、｢

税
の
意
義
と
役

割
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と｣

で
す
。

内
容
は
、
税
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

や
身
近
な
税
の
話
題
に
つ
い
て
考

え
た
こ
と
な
ど
、
自
ら
の
言
葉
で

表
現
し
て
い
る
も
の
で
あ
れ
ば

何
で
も
結
構
で
す
。
文
字
数
は

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以

内
、締
め
切
り
は
９
月
５
日
（
木
）

必
着
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

　

※
自
動
音
声
案
内

税
の
作
文
を
募
集

　

県
立
宮
之
城
／
姶
良
高
等
技
術

専
門
校
で
は
、
入
校
生
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
学
科　

　

建
築
工
学
科
・
室
内
造
形
科

　
（
宮
之
城
）

　

情
報
処
理
科
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

　

ス
科
（
姶
良
）

受
付
期
間　
９
月
２
日
（
月
）
～

選
考
日　
11
月
１
日
（
金
）
～

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　
（
☎
０
９
９
５

－

６
５

－

２
２

　

４
７
）

宮
之
城
／
姶
良
高
等
技

術
専
門
校
の
入
校
生
を

募
集
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今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
８
年
度
環
境
標
語
作
品
展
か
ら
～

た
だ
の
ご
み
　
リ
サ
イ
ク
ル
で
　
進
化
す
る

西
出
水
小
学
校
　

三
年
　
今
村
　
秀
太

動
物
は
　
僕
ら
の
た
め
に
生
き
て
な
い
　
食
で
命
を
感
じ
よ
う

鶴
荘
学
園
　

九
年
　
井
手
上
　
耀

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

　

次
の
と
お
り
移
動
献
血
車
に
よ

る
集
団
献
血
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

８
月
６
日（
火
）午
前
９
時
30

　

分
～
午
後
４
時

※
午
前
11
時
30
分
～
午
後
０
時
45

　

分
を
除
く
。

 

市
役
所
本
庁
舎
駐
車
場

持
参
す
る
も
の　

○
献
血
カ
ー
ド
（
以
前
、
献
血
さ

　

れ
た
方
）

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転

　

免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

　
（
初
め
て
献
血
さ
れ
る
方
や
以

　

前
献
血
さ
れ
た
方
で
住
所
等
が

　

変
更
に
な
っ
た
方
）

 

市
健
康
増
進
課
（
出
水
保
健

　

セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
０
９
９

－
２
５
７

－

３

　

１
４
１
）

集
団
献
血
を
実
施

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

原
爆
死
没
者
の
冥
福
と
世
界
恒
久
平
和
の
実
現
を
祈
念
す
る

た
め
、
次
の
と
お
り
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
家

庭
等
で
も
、
同
時
刻
に
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

広
島
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び
平
和
祈
念
の
黙
と
う

　

８
月
６
日
（
火
）
午
前
８
時
15
分

長
崎
原
爆
死
没
者
の
慰
霊
お
よ
び
平
和
祈
念
の
黙
と
う

　

８
月
９
日
（
金
）
午
前
11
時
２
分

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
お
け
る
黙
と
う

　

８
月
15
日
（
木
）
正
午

　

国
保
税
は
、
国
保
制
度
を
支
え

る
貴
重
な
財
源
で
す
の
で
、
納
期

内
納
付
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
振
り
替
え
が
で
き
ま
す
。
納

付
忘
れ
や
納
付
の
た
め
に
出
か
け

る
手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
災
害
、
失
業
、
病
気
な
ど
の
や

　

む
を
得
な
い
事
情
で
国
保
税
を

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が

　

で
き
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に

　

税
務
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
税
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
８
）

８
月
は
、「
鹿
児
島
県
県

下
一
斉
国
保
税
滞
納
整

理
強
化
月
間
」
で
す

　

広
報
い
ず
み
４
月
号
で
お
知
ら

せ
し
て
い
た
、
本
年
度
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
に
つ
い
て
、
第
４
回

の
審
査
会
場
が
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

（
審
査
日
）

　

第
４
回　
11
月
12
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
。

※
午
後
２
時
30
分
ま
で
に
お
い
で

　

く
だ
さ
い
。

 

県
庁
行
政
庁
舎
２
階
講
堂

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

県
教
育
庁
文
化
財
課
指
定
文

　

化
財
係
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

　

－

５
３
５
５
）

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

　

県
で
は
、
８
月
を
「
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
期
間
中
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
に
よ
る
啓
発
放
送
や
新

聞
広
告
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓
発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し

ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も

や
高
齢
者
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
悪
質
な
書
き
込

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
※
な
ど
の
性
的
少
数
者
へ
の

偏
見
や
差
別
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
県
民
一
人
一
人

が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現

に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（Lesbian

（
女
性
の
同
性
愛
者
）、Gay

（
男
性
の

　

同
性
愛
者
）、Bisexual

（
両
性
愛
者
）、T

ransgender

（
身

　

体
の
性
と
心
の
性
が
一
致
し
な
い
た
め
「
身
体
の
性
」
に
違
和

　

感
を
持
つ
人
））
と
は
、
言
葉
の
頭
文
字
を
と
っ
て
組
み
合
わ

　

せ
た
言
葉
で
、
性
的
少
数
者
（
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
）

　

を
表
す
言
葉
の
一
つ
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

 

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
７
４
）
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問い合わせ先　本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

出水市防災メールのご案内
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産
後
ケ
ア
と
は
？

　

出
産
後
、
マ
マ
に
な
っ
た
女
性

の
心
と
体
を
癒
し
な
が
ら
、
親
子

の
良
好
な
関
係
づ
く
り
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
の
ケ
ア
で
す
。
特
に

出
産
後
、
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の

急
激
な
変
化
な
ど
に
よ
り
マ
マ
が

精
神
的
、
身
体
的
に
不
安
定
に
な

る
期
間
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

産
後
、
適
切
な
ケ
ア
や
環
境
が

整
い
に
く
い
場
合
、
産
後
う
つ
と

い
う
心
の
病
に
発
展
す
る
要
因
と

な
り
、
最
悪
の
場
合
、
自
殺
や
子

ど
も
へ
の
虐
待
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
で
受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　

退
院
直
後
の
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん

が
、
助
産
院
等
に
宿
泊
し
て
、
ま

た
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
）

に
よ
り
、
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の

サ
ポ
ー
ト
を
助
産
師
等
か
ら
受
け

ま
す
。

　

ケ
ア
を
受
け
な
が
ら
、
マ
マ
が

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
リ
ズ
ム
を
つ

153

出
産
後
の
マ
マ
と
育
児
を

　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

く
り
、
自
宅
で
の
ス
ム
ー
ズ
な
育

児
へ
向
け
て
自
信
を
高
め
て
い
く

施
設
と
し
て
、
市
内
に
は
「
さ
ん

☀
Ｓ
Ｕ
Ｎ
助
産
院
」
と
「
広
瀬
産

婦
人
科
医
院
」
が
あ
り
ま
す
。

産
後
ケ
ア
事
業
（
利
用
料
金
の
助

成
）
の
対
象
者
は
？

　

本
市
に
住
民
票
が
あ
る
産
後
４

カ
月
未
満
の
母
子
で
、
ご
家
族
等

か
ら
十
分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
方
や
産
後
に
心
身
の
不
調
や
不

安
な
ど
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

利
用
料
金
は
？

　

施
設
ご
と
の
利
用
料
金
の
一
部

助
成
を
し
ま
す
。
な
お
、
市
外
の

施
設
利
用
時
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
健
康
増
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
産
と
い
う
大
イ
ベ
ン
ト
を
終

え
、
心
身
が
不
安
定
な
中
で
、
休

む
間
も
な
く
育
児
が
始
ま
る
マ
マ

を
ケ
ア
し
、
安
心
し
て
育
児
の
ス

タ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
、
よ
り
多

く
の
産
婦
さ
ん
へ
産
後
ケ
ア
事

業
の
活
用
を

ご
案
内
し
ま

す
。

～
出
水
市
産
後
ケ
ア
事
業
の

　
ご
案
内
～

 

市
健
康
増
進
課
（
☎
�
２
１
４
３
）

市
内
の
マ
マ
た
ち
の
声
（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

　

今
、
い
ろ
い
ろ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
も
育
児
関
係
の
問
題

が
多
い
中
で
産
後
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
は
と
て
も
良
い
と

思
っ
た
。

　

自
分
は
利
用
し
な
か
っ
た
が
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人

が
利
用
し
て
い
け
た
ら
、
良
い
ニ
ュ
ー
ス
に
変
わ
っ
て
い

く
と
思
う
。

　

１
人
目
の
時
は
、（
産
後
ケ
ア
事
業
が
ま
だ
な
く
）
お
っ

ぱ
い
ケ
ア
、
骨
盤
ケ
ア
、
赤
ち
ゃ
ん
の
託
児
そ
れ
ぞ
れ
に

お
金
が
か
さ
み
、
十
分
な
利
用
が
難
し
か
っ
た
。
２
人
目

は
妊
娠
時
か
ら
腰
痛
が
ひ
ど
か
っ
た
の
で
、
産
後
、
骨
盤

ケ
ア
を
中
心
に
利
用
で
き
た
お
か
げ
で
、
２
人
目
の
産
後

の
方
が
後
々
、
痛
み
が
取
れ
る
の
が
早
か
っ
た
の
で
良

か
っ
た
。

　

（
産
後
は
）
実
家
へ
の
里
帰
り
が
で
き
な
い
う
え
、
足

の
む
く
み
、
し
び
れ
、
痛
み
、
歩
行
困
難
、
不
眠
、
乳
腺

炎
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
不
調
が
お
と
ず
れ
て
大
変
で
し
た
。

　

子
育
て
応
援
券
は
す
ぐ
に
な
く
な
り
、
経
済
的
負
担
も

大
き
か
っ
た
で
す
。
里
帰
り
で
き
な
い
者
に
と
っ
て
は
、

保
健
師
・
助
産
師
さ
ん
の
ケ
ア
が
か
な
り
重
要
で
す
。

　

私
は
、
か
な
り
良
く
し
て
い
た
だ
き
子
育
て
の
楽
し
い

今
が
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
い
ろ
ん
な
こ
と
に
耐
え
て
い
る
お
母

さ
ん
、
ま
だ
ま
だ
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
民
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
、
県
と
鹿
児
島

地
方
気
象
台
か
ら
専
門
家
を
招

き
、防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

９
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時

　

～
同
４
時

　
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

 

高
尾
野
農
村
環
境
改
善
セ
ン

　

タ
ー

内
容

　
「
自
主
防
災
組
織
や
防
災
訓
練

　
等
に
つ
い
て
」

　

講
師　

県
地
域
防
災
ア
ド
バ
イ

　

ザ
ー

　

村
野　

剛　

氏

　
「
天
気
予
報
や
防
災
気
象
情
報

　
の
利
活
用
に
つ
い
て
」

　

講
師　

鹿
児
島
地
方
気
象
台　

　

轟　

日
出
男　

氏

防
災
グ
ッ
ズ
等
展
示
会　

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時
30
分

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

防
災
講
演
会
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電
力
の
小
売
が
自
由
化
さ
れ
て

か
ら
、
電
話
勧
誘
に
よ
る
電
力
切

り
替
え
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

事
例　

　

知
ら
な
い
業
者
か
ら
「
今
よ
り

も
電
気
料
金
が
安
く
な
る
。
電
気

料
金
の
明
細
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
電
話
が
あ
っ
た
。
言
わ
れ
る
ま

ま
検
針
票
に
書
か
れ
た
番
号
な
ど

を
伝
え
る
と
封
書
が
届
い
た
。

　

数
日
後
、「
書
類
は
届
い
て
い

る
か
？
」
と
電
話
が
あ
り
、
そ
こ

で
初
め
て
封
書
は
電
気
契
約
の
切

り
替
え
手
続
き
の
書
類
で
あ
っ
た

こ
と
、
一
週
間
前
の
電
話
で
契
約

の
申
し
込
み
を
し
た
こ
と
に
な
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に　

必
要
か
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う

　

話
を
聞
く
う
ち
に
業
者
の
口
車

に
乗
せ
ら
れ
て
契
約
し
て
し
ま
う

と
い
う
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

話
を
聞
く
前
に
電
話
し
て
き
た
目

的
を
確
認
し
、
必
要
が
無
け
れ
ば

は
っ
き
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、こ
の
よ
う
な
電
話
で
は
、

断
っ
て
も
業
者
が
話
を
続
け
る
こ

と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
場
合
は
、
は
っ
き
り
と
断
っ
た

う
え
で
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ
て

構
い
ま
せ
ん
。

検
針
票
の
情
報
は
大
切
に

　

検
針
票
に
は
、
電
気
契
約
の
切

り
替
え
に
必
要
な
情
報
が
多
く
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
検
針
票
の
記

載
内
容
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
勝
手

に
契
約
切
り
替
え
の
手
続
き
を
さ

れ
て
い
た
と
い
う
事
例
も
あ
り
ま

す
。
安
易
に
検
針
票
の
記
載
内
容

は
伝
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

便
乗
詐
欺
に
も
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

さ
ま
ざ
ま
な
業
者
が
営
業
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
料
金
支
払

い
方
法
の
一
つ
で
あ
る
口
座
振
替

制
度
を
悪
用
し
た
詐
欺
の
発
生
も

予
想
さ
れ
ま
す
。
安
易
に
契
約
し

た
り
、
口
座
振
替
依
頼
書
な
ど
に

署
名
や
押
印
を
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

不
審
に
感
じ
た
と
き
は

　

電
話
や
契
約
に
対
し
て
、
少
し

で
も
不
審
に
感
じ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
消
費

者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

エ
ア
コ
ン
使
う
と
電
気
代
が
・
・
・

安
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
！

間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
は
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
較
す
る
と
低

額
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま

す
の
で
、
過
去
に
免
除
等
を
受
け

て
い
た
方
で
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
し
た
い
と
い
う
方

は
、
追
納
を
行
う
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

追
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市

役
所
本
庁
、
各
支
所
の
年
金
担
当

窓
口
で
追
納
の
申
し
込
み
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
後
、
追

納
納
付
書
が
日
本
年
金
機
構
か
ら

保
険
料
の
追
納
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、「
保
険
料
免
除
制
度
」
を

申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
一
部
が
免
除
さ
れ
ま

す
。他

に
も
20
歳
か
ら
50
歳
の
被
保

険
者
を
対
象
と
し
て
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
納
付
猶
予
制

度
」
や
学
生
の
方
を
対
象
と
し
た

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
保
険
料
の
免
除
や

納
付
猶
予
の
承
認
を
受
け
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
老
齢
年
金
を
受
け

取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

開 催 日　９月 26 日（木）
開催場所　本庁１階多目的ホール
開催時間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など
相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

９月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関

等
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
口

座
振
替
は
で
き
ま
せ
ん
）

保
険
料
の
免
除
等
を
受
け
た
期

間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３

年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追
納
す

る
場
合
に
は
、
承
認
を
受
け
た
当

時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応

じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
方
は
早
め
の
追

納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

【本年度中に追納する場合の月額】
全額免除 4 分の 3 免除 半額免除 4 分の 1 免除

2009 年度 15,280 円 11,450 円 7,640 円 3,810 円
2010 年度 15,540 円 11,650 円 7,770 円 3,880 円
2011 年度 15,320 円 11,490 円 7,660 円 3,830 円
2012 年度 15,170 円 11,380 円 7,590 円 3,790 円
2013 年度 15,150 円 11,360 円 7,570 円 3,790 円
2014 年度 15,300 円 11,470 円 7,640 円 3,820 円
2015 年度 15,620 円 11,710 円 7,810 円 3,910 円
2016 年度 16,280 円 12,200 円 8,140 円 4,060 円
2017 年度 16,490 円 12,370 円 8,240 円 4,120 円
2018 年度 16,340 円 12,250 円 8,170 円 4,080 円

 

市
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）
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　　　　　　　　　　　　　　　５月24日（金）、出水警
　　　　　　　　　　　　　　察署で地域安全モニターの
　　　　　　　　　　　　　　委嘱式があり、鶴田署長か
　　　　　　　　　　　　　　らモニターを代表して滝下 　６月15日（土）、出水市武道館で「第14回出
　　　　　　　　　　　　　　正晴総代に2019年度の委嘱 水地区ちびっこ相撲大会」が開催されました。
　　　　　　　　　　　　　　状が交付されました。
　　　　　　　　　　　　委嘱式の後に、署長、花田生活
　　　　　　　　　　　安全刑事課長の挨拶や持留課長代
　　　　　　　　　　　理の防犯講話があり、最後に地域　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　安全運動の実施計画等について話
　　　　　　　　　　　し合いました。　　　　　　　　　　　　　　

　大会は、出水地区の小学校が17校で174人、
中学校は４校で11人が参加して行われ、男女問
わない豆力士の名勝負に、応援席の家族や友達
から大きな声援と拍手が贈られ、大いに盛り上
がりました。

【１～５月中】
＜振り込め詐欺：13件＞
　・オレオレ詐欺が２件で約50万円。
　・架空請求詐欺が７件で約330万円。
　・融資保証金詐欺が４件で約190万円。
＜振り込め詐欺以外：１件＞
　・金融商品等取引名目が１件で約1,300万円。

　特別賞として、他の模範となるような個人、
　●「手口の概要」 学校に、防犯協会副会長の溝口省三教育長から
　　＜振り込め詐欺＞ 努力賞と礼節賞が授与されました。
　　（オレオレ詐欺）
　　　・金融機関職員をかたり、改元に伴う手続名目が
　　　　２件
　　（架空請求詐欺）
　　　・有料サイト利用料金等の支払名目が５件
　　　・訴訟告知はがきに係る訴訟取り下げ費用名目等
　　　　が２件
　　（融資保証金詐欺） 【努力賞】 【礼節賞】
　　　・融資前の手付金、供託金、手数料名目などが ・枦元環菜さん（川床小１年） ・川床小Ａ
　　　　４件 ・中岡小虎さん（高尾野小４年） ・上場小Ｂ
　　＜振り込め詐欺以外＞ ・上ノ川鳳盛さん（下水流小４年）
　　（金融商品取引名目）
　　　・過去の被害金回復をかたり、社債購入等手続名　　　
　　　　目が１件

　●「年代別・男女別」
　　　・30歳代男性が１件　
　　　・40歳代男性が４件
　　　・50歳代男性が１件　
　　　・60歳代男性が１件、女性が３件
　　　・70歳代男性が２件、女性が１件
　　　・80歳代女性が１件

負傷者

11

＜出水警察署管内＞　　　　   　 （暫定値）

交通事故発生状況（人身）

9 0

発生件数 死　者

２０１９年

問い合わせ先

※（　）内の数字は前年同期比

(-12)
65 1 72

６月末累計 (-28) (±0) (-42)
２０１９年

出水市防犯協会６３－１５００

６  月  中 (-11) (±0)

地域安全モニター委嘱式を開催

うそ電話詐欺被害認知状況（県内）

出水地区

ちびっこ相撲大会開催！
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   「おもしろ実験教室」でおはなし会を開催します 
８月７日（水）、クレインパークいずみで行われる「おもしろ実験教室」の中で、 

高校生によるおはなし会を開催します。多くの方の参加をお待ちしています！ 

 

 

 

日 程 時 間 場 所 担当グループ 

８月７日（水） 
午前 11時 45分 

～午後 0 時 15 分 

クレインパークいずみ 

ドームシアター 
出水商業高校 

 

 

実施期間：2020 年 2 月まで 

申込方法：読書推進室に電話ま

たは来庁によりお申

し込みください。 

※希望日の１カ月前までにお申 

し込みください。重複する場合 

は申し込み順となります。詳し 

くは読書推進室まで 

お問い合わせくださ 

い。 

（☎６３－４１２１）  

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」http://www.city.kagoshima-

izumi.lg.jp/yonmyanse/ 

○
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（
江
内
小 

 

竹
林 

聖
我
）  🌼🌼おはなし玉手箱を開催しています！🌼🌼 

自治会や子ども会、サロン会等への出前読み聞かせ会、「おはなし玉手箱」が今

年も始まりました。市内のおはなしグループの皆さんによる、バラエティあふれ

るプログラムで、子どもも大人もみんなで楽しめるおはなし会となっています。 

６月は野添子ども会と上村東子ども会で開催しました。絵本の読み聞かせ以外

に、しかけ絵本や人形劇、絵本と一緒に体操したり等、読み手と聞き手が一体とな

って楽しんでいる様子が見られました。 

 

「ルドルフとイッパイアッテナ」  作： 斉藤 洋 

ルドルフという猫が魚のおじさんにおそわれ、トラックの上で気絶してしまい、東京に

行ってしまいます。そこで出会ったイッパイアッテナという猫といろいろな問題を乗りこえ

ていく楽しい物語です。 

この本は、姉にすすめられて読んだ本です。読んでみるととてもおもしろく、姉と話す

話題が増えて、仲が深まりました。両親もこの本を読んでおもしろいと言っていました。    

この本は私たち家族の仲を深めてくれた大事な宝本です。 

野添子ども会 上村東子ども会 
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　こどもの読書週間にちなんで募集した「おしえて！あ
なたの好きな本」。たくさんのお友達が列車のカードに
書いてくれました。各館で６月30日まで展示しました。
（写真は高尾野図書館の展示の様子です）

≪幼児・小学生≫
● あみ　　　　　　　　　　　　　中川　ひろたか　作
● まよなかのせおよぎ　　　　　　　　近藤　未奈　作
● こくん　　　　　　　　　　　　　　村中　季衣　作
● しあわせの島へ　マリット・テルンクヴィスト　作・絵
● トロピカルテリー　　　　　　　　ジャーヴィス　作
● ぼくんちの海賊トレジャ　　　　　　柏葉　幸子　作
● へんしんバス　　　　　　あきやま　ただし　作・絵
● ぞうさんうんちしょうてんがい　　ねじめ　正一　文
● ジュース　　　　　　　　　　　　　　三木　卓　作
● きょうふのしりとり　　　　　　　　武田　美穂　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● しずかな魔女　　　　　　　　　　市川　朔久子　作
● 僕らが生きているよのなかのしくみは「法」でわかる　　　　遠藤　研一郎　著
● 化石ハンター　　　　　　　　　　　小林　快次　著

・・・・・等
≪一般≫
● ガラスの城壁　　　　　　　　　　　　神永　学　著
● 黄色い実　　　　　　　　　　　　　吉永　南央　著
● 出身成分　　　　　　　　　　　　　松岡　圭祐　著
● サリエルの命題　　　　　　　　　　　楡　周平　著
● 亥子ころころ　　　　　　　　　　　西條　奈加　著
● 生のみ生のままで（上・下）　　　　綿矢　りさ　著
● じじばばのるつぼ　　　　　　　　　群　ようこ　著
● ハッピーアワーは終わらない　　　　東川　篤哉　著
● 旅の窓からでっかい空をながめる　　　椎名　誠　著
● 大坂の陣　　　　　　　　　　　　　岡田　秀文　著
● 綾峰音楽堂殺人事件　　　　　　　　　藤谷　治　著
● 炎天夢　　　　　　　　　　　　　　　今野　敏　著
● いつかの岸辺に跳ねていく　　　　　加納　朋子　著
● ノーサイド・ゲーム　　　　　　　　池井戸　潤　著
● とむらい屋颯太　　　　　　　　　　梶　よう子　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ８月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

19日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時 16日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）

８月のおはなし会・親子読書会のご案内

中央図書館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

7、14、21、28日
午後４時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」 8月はお休みです。

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日） 1、8、15、22、29日

だっこでギュッ 1日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（金）午後6時40分～

2019 年８月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

８月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

６日
20日

平和団地集会室 10：30～10：50

鹿島住宅広場 14：20～14：40

茶円堀団地広場 14：50～15：10

鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
７日
21日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30

ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

宮之元集落 14：05～14：25
１日
15日

不動野集落 14：35～14：55

太田原住宅 15：10～15：30

第２・４
木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 ８日
22日熊野神社前 14：10～14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00

９日
23日

元町自治公民館 10：15～10：35

今釜西自治公民館 10：50～11：10

鶴水園 14：10～14：40

米ノ津駅前広場 14：55～15：15

http://www.izumi-library.com
出水市立図書館　トップページ 検 索

読んでみたい本があったかな？
～おしえて！あなたの好きな本～
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式

　７月10日、針原川災害復興記念公園で、犠牲者を
しのぶ慰霊式が行われました。21人の尊い命が失わ
れた針原川土石流災害が本市針原地区で発生し、７
月10日で22年目となりました。式には地元住民や行
政関係者など約70人が参列。全員で黙とうした後、
献花を行い犠牲者の冥福をお祈りし、防災への決意
を新たにしました。

ま
ち
を
き
れ
い
に

ふ
る
さ
と
出
水
ク
リ
ー
ン
作
戦

　６月29日、博物館講座「クワガタ博士になろう」が
クレインパークで開催されました。
　講座では、専門家による実演を交えながらのクワ
ガタの採集方法やマナー、飼育方法などの説明や、
クワガタやカブトムシがもらえるジャンケン大会も
ありました。子どもたちは、より深くクワガタのこ
とを知ったことで、これから迎える本格的な採集
シーズンを心待ちにしている様子でした。

ク
ワ
ガ
タ
大
好
き
♪

博
物
館
講
座

　６月23日、第14回出水市女性ソフトバレーボール
大会が市総合体育館で開催されました。
　大会はソフトバレーボールを使った４人制で行わ
れ、23チーム約145人が参加しました。
　結果は、クローバーチームが、決勝戦においてＭ
ｉｎｔチームとの激戦を制して見事、２年ぶり５回
目の優勝を飾りました。

ク
ロ
ー
バ
ー
チ
ー
ム
優
勝

女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　６月４日、出水管工事協同組合（田淵好昭理事長）
が市内学校水道施設の点検や軽微な修繕等のボラン
ティア活動を行いました。
　これは、水道についての理解や関心を高めようと、
水道週間（６月１日～同７日）に合わせて毎年行われ
ているもので、今年で20回目。
　４班に分かれて市内の小・中学校や幼稚園など４
カ所で点検・修繕などをしていただきました。

水
を
大
切
に

出
水
管
工
事
協
同
組
合

　７月７日、市民総出で環境美化推進を図る、毎年
恒例の「ふるさと出水クリーン作戦」が行われまし
た。実施に先立ち、午前６時から市役所で出発式が
開催され、出水市建友会から44社のボランティア参
加がありました。今回で39回目となり191団体、総
勢2,736人が海岸や道路沿い等のごみ拾いに汗を流
しました。

　６月１日、第１回出水市民大学が市音楽ホールで
開催されました。ゲストに落語家の桂　文喬さんを
お迎えして、「健康寿命を延ばして笑涯現役」と題し
ての講演と自身の入院体験を題材にした「研修医・
山田一郎」の落語を披露していただきました。
　会場は終始笑いに包まれ、文喬さんは、ストレス
を抱え込まない考え方など、前向きな姿勢が必要で
あると訴えました。

笑
い
に
包
ま
れ
て

第
１
回
市
民
大
学

▷
出
発
式
の
様
子

▷
清
掃
作
業
の
様
子
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

①リサイクル作業員 ②ドライバー

㈱共同土木

勤務地：東京（江東区）・千葉市・埼玉（春日部市）

借上げ社宅制度・引越し補助制度有り

※建設系廃棄物の運搬・リサイクルのお仕事です

お問合せ：050-3533-0212  河口

仕事内容：①工場で廃棄物分別・リサイクル、重機オペ

②４ｔ、大型トラックでの廃棄物運搬

 
・竹林はあるが持て余しているので貸したい。 相談無料 

・荒れた竹林の整備をお願いしたい。  

・竹林を相続したけど管理をお願いしたい。 

伐竹にかかる費用は全てご負担致します 

☎ (0996)77-6244 

合同会社 丸八商事  検索 

〒899-0123 出水市下鯖町 2086 

総合解体工事業

0996-84-2186
0996-68-3013

お気軽に

ご相談

下さい！

解体工事お任せ下さい!!

一般建設業許可(解体工事業）鹿児島県知事（般-28）第15930号

産業廃棄物収集運搬業許可 鹿 児 島 県 04604166587号

安 心 安 全 安 価

〒899-0502 出水市野田町下名3761番地1号

代表取締役 福濵 崇
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

竹灯籠の幻想的な灯りが

福岡のマチをテラス！

竹灯籠で「いずみマチ・テラス」と「出水市」をＰＲ

　マリンワールド海の中道（福岡市東区）では、「マリンワールドの夏祭り」と題し、
九州各県のお祭りが紹介されています。
　鹿児島県からは、「いずみマチ・テラス」の竹灯籠が展示されています。

 マチ・テラス実行委員会（出水商工会議所内）（☎ 62 － 1337）

展
示
期
間　
９
月
末
ま
で
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の
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２
０
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。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ

８　　　　　月
日 医　療　機　関　名

４日（日）

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82－0017

［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎67－1861

［当］ いまむらクリニック 泌尿器・内科 阿久根市 ☎73－1700

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

11日（日）

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84－2005

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63－3151

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64－6100

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ こどもクリニック永松 鹿島 ☎64－1500

12日（月）

［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62－3111

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62－1559

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72－0420

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88－2595

18日（日）

［当］ クリニック．なかむら 消化器・内・外科 平良馬場 ☎62－0241

［当］ 恒吉医院 消化器・内科 大和 ☎82－0048

［当］ 北国医院 外・整外科 阿久根市 ☎72－0016

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86－0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67－1611

25日（日）

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63－2333

［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62－8801

［当］ 脇本病院 精神・内科 阿久根市 ☎75－2121

［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72－0040

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88－6405

［児］ キッズクリニック 向江 ☎63－7707

　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 － 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 － 254 － 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
８月15日

金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町
８月18日

し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67－5844 米ノ津駅通り
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

８月25日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63－7700 向 江 町

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
８月１日～４日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400

携帯電話
（090－7397－7898）

別府水道住宅設備 ☎84－2080

携帯電話
（090－7154－7490）

８月５日～11日 たかさご水道 ☎67－4400 樋 口 電 設 ☎85－5901
8月12日 日之出建設工業 ☎63－3388 ホクシン工建 ☎82－0612
８月13日 日之出建設工業 ☎63－3388 野 村 電 設 ☎82－3637
８月14日 職 建 ☎62－1409 ア タ ッ ク ス ☎82－0044
８月15日 あかつき電化 ☎62－0650 釜 崎 水 道 ☎82－0249

８月16日～18日 日之出建設工業 ☎63－3388 ホクシン工建 ☎82－0612
８月19日～25日 職 建 ☎62－1409 野 村 電 設 ☎82－3637
８月26日～31日 あかつき電化 ☎62－0650 ア タ ッ ク ス ☎82－0044

出水市消防本部管内の火災・救急状況（2019年６月１日～同６月30日）
火　　　　　　災 救　　　　　　急

発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病
出　　水 ０件（±０） ０件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 165件（＋４） 86人（＋２）

2019年の累計 ７件（＋３） ４件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 1,159件（＋36） 667人（＋20）
※（　）内の数字は前年同月比

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

８月の主な行事

８月４日
あ く ね 歯 科 医 院 歯科 ☎72－0556 阿久根市
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原
スマイル薬局出水店 ☎67－2055 六月田下
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64－8161 早 馬

８月11日
よしだ歯科クリニック 歯科 ☎79－3443 太 鼓 橋
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
か し ま 薬 局 ☆ ☎63－3970 鹿 島

８月12日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84－4411 天神（野田）
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原

８月14日
金 子 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2150 栄 町

７日（水）▶おもしろ実験教室（午前10時・クレインパークいずみ）

17日（土）▶ふれあい健康フェスタ（午前９時30分・出水総合医療センター）

17日（土）▶野田郷夏祭り（午後６時・野田運動場）

18日（日）▶子育て健康支援講演会（午後１時30分・市音楽ホール）

火の元には十分注意しましょう！

水道修繕工事当番事業者

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前10時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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６
月
２
日
、
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
の
山

本
智
子
教
授
を
迎
え
、
博
物
館
講
座
「
干
潟

の
観
察
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
ス
タ
ッ
フ
が

干
潟
で
生
き
も
の
を
採
集
し
、
学
習
会
場
へ

搬
入
し
ま
し
た
。
何
が
い
る
の
か
、
ど
ん
な

働
き
を
す
る
の
か
な
ど
、
カ
ニ
を
は
じ
め
13

種
を
観
察
し
、
記
録
を
と
り
な
が
ら
楽
し
く

学
び
ま
し
た
。

『
８
月
７
日
は
お
も
し
ろ

実
験
教
室
開
催
！
』

※
詳
し
く
は
、
18
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
当
館
は
、
お
盆
期
間
中

も
休
ま
ず
開
館
し
ま
す
】

※
８
月
の
休
館
日
は
、
５
・

　

19
・
26
日
で
す
。

「
干
潟
の
観
察
会
」

『今月の問題』
潮の満ち引きの原因は、主に何の
影響でしょうか？

Ａ　降水量
Ｂ　月の引力
Ｃ　気圧

先月号のクイズと答え
さそり座の心臓にあたる赤い１等星は
なんというでしょうか？
Ａ　デネブ
Ｂ　アルタイル
Ｃ　アンタレス
答えはＣ　アンタレスでした。

　長年にわたり地域活動に積極的に取り組
まれ、豊かで活力ある地域社会の形成に貢
献された功績に対し、鹿児島県知事から表
彰された特定非営利活動法人出水麓街なみ
保存会の皆さん。
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！　４月 28 日～５月４日にアフリカのナ

ミビア共和国で開催されたナミブ砂漠ウ
ルトラマラソン（250㌔）に挑戦し、無
事完走した Pon ちゃんこと岩元みささ
ん。Pon ちゃんは、今年からコースを一
新した出水ツル koi マラソンに、ゲスト
ランナーとして参加します。

　子どもの読書活動優秀実践校として、文
部科学大臣表彰を受賞された切通小学校の
皆さん。家読 20 分間運動への取り組みや、
ボランティアグループと連携した読み聞か
せ活動などが評価され受賞に至りました。

　鹿児島行政相談委員協議会会長に就任し
た滝本俊治さん（写真左から３番目）と、
行政相談委員として、長年にわたり行政相
談業務に尽力された功績に対して、九州管
区行政評価局から表彰された冨田宏さん

（写真右から２番目）。

　長年にわたる消防団での活動が評価さ
れ、瑞宝双光章を受章された平井勝也さん

（元消防団団長（団員歴 46 年６カ月））。
　同氏は、市消防サポート隊隊長として、
地域防災力の向上にも尽力されています。


